


ご
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
は
、
埼
玉
県
の
出
資
に
よ
り
昭
和
五
十
五
年
に

設
立
さ
れ
た
法
人
で
、
今
年
で
45
周
年
を
迎
え
ま
す
。

設
立
当
初
、
本
部
事
務
所
は
浦
和
市
（
当
時
）
に
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
に
大
里
地
域

に
整
理
事
務
所
を
開
設
し
、
そ
の
後
、
平
成
二
年
に
は
本
部
事
務
所
全
体
が
現
在
地
に
移
転
し
、
以

来
今
年
で
38
年
が
経
過
し
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
当
時
の
行
政
区
域
で
あ
っ
た
大
里
郡
大
里
村
は
合
併
し
、
現
在
、
熊
谷
市
と
な
っ

て
い
ま
す
。
熊
谷
市
は
た
い
へ
ん
暑
い
地
域
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
荒
川
の
左
岸
に
あ
る
熊
谷

市
の
中
心
部
と
は
違
い
、
大
里
地
域
は
荒
川
の
右
岸
に
あ
り
、
比
企
丘
陵
と
荒
川
に
挟
ま
れ
た
、
水

田
や
畑
が
広
が
る
緑
豊
か
で
、
風
が
さ
わ
や
か
な
場
所
で
す
。

当
事
業
団
は
、
こ
こ
大
里
地
域
の
皆
様
に
38
年
の
間
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
埼
玉
県
の
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
尽
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
御
支
援
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
事
業
団
で
は
、
県
内
各
地
域
で
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
大
里
地
域

の
本
部
事
務
所
で
は
、
日
々
職
員
が
、
発
掘
し
た
遺
物
の
整
理
や
記
録
、
保
存
作
業
等
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
土
器
や
石
器
な
ど
は
、
通
常
は
施
設
内
の
収
蔵
庫
で
一
部
を
御
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
今
年
は
改
修
工
事
の
た
め
、
お
見
せ
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
改
修
終
了
後
に
は
、
近
く
に
お
寄
り
の
際
な
ど
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

近
年
は
、
暑
い
夏
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
さ
ら
に
暑
い
夏
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
平

均
気
温
は
、
長
期
的
に
上
昇
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
真
夏
日
、
猛
暑
日
、
熱
帯
夜
の
日
数
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
熊
谷
市
で
は
、
年
間
の
猛
暑
日
数
が
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
当
事
業
団
で
は
、
こ
の

よ
う
な
過
酷
な
環
境
で
も
、
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
作
業
す
る
職
員
の
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
、
発
掘
調
査
で
正
確
な
記
録
保
存
を
行
う
こ
と
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
の
成
果
は
、
埋
蔵
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
、
活
用
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
公
益
財
団
法

人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
の
目
的
で
あ
る
、
過
去
か
ら
の
「
物
」
を
保
存
し
、
あ
る
い
は

記
録
し
て
、
後
世
に
残
し
て
い
く
仕
事
は
、
未
来
に
向
か
っ
て
進
も
う
と
す
る
人
の
役
に
立
つ
こ
と

だ
と
の
思
い
を
新
た
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
六
年
度
は
、
14
遺
跡
で
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

塚つ
か

原は
ら

南
み
な
み

遺
跡
（
東
松
山
市
）
か
ら
は
、
柄
鏡
形
の
敷
石
住
居
跡
が
２
軒
見
つ
か
り
ま
し
た
。
張
り

出
し
た
出
入
口
部
分
に
は
、
川
原
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
旧
石
器
時
代
か

ら
中
世
ま
で
の
遺
構
や
遺
物
が
調
査
さ
れ
た
宮み

や

前ま
え

遺
跡
（
鴻
巣
市
）
か
ら
は
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安

時
代
の
住
居
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
金か

な

久く

保ぼ

内う
ち

出で

遺
跡
（
上
里
町
）
や
丹た

ん

生
し
ょ
う

遺
跡
（
上
里
町
）
か

ら
も
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
住
居
跡
が
数
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
清し

水み
ず

南
み
な
み

遺
跡
（
上

里
町
）
や
金
久
保
内
出
遺
跡
か
ら
は
、
中
世
の
遺
構
や
遺
物
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
出
土
し
た
瓦
な

ど
か
ら
、
中
世
の
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

整
理
事
業
で
は
、
発
掘
調
査
を
終
え
た
遺
跡
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
る
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
令
和
六
年
度
は
、
道ど

う

原は
ら

遺
跡
（
羽
生
市
）
、
塚
原
南
遺
跡
（
東
松
山
市
）
、
小こ

久く

住ず
み

遺
跡
（
飯
能
市
）
の
報
告
書
を
刊
行
し
ま
し
た
。
塚
原
南
遺
跡
の
報
告
書
で
は
、
古
墳
時
代
の
ガ
ラ

ス
小
玉
や
、
珍
し
い
皮
袋
形
土
器
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
事
業
で
も
、
当
時
を
復
元
す
る

た
め
の
貴
重
な
成
果
を
み
な
さ
ま
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
普
及
事
業
で
は
、
小
学
生
を
主
な
対
象
と
し
た
学
習
支
援
を
小
中
学
校
・

特
別
支
援
学
校
42
校
で
実
施
し
ま
し
た
。
「
古
代
か
ら
教
室
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
称
す
る
こ
の
事
業

は
、
当
事
業
団
職
員
が
学
校
の
授
業
等
に
出
向
い
て
、
実
物
の
土
器
や
石
器
に
子
ど
も
た
ち
が
直
接

触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
学
校
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
令
和
六
年

度
か
ら
は
、
特
別
支
援
学
校
で
も
出
前
授
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
発
掘
調
査
の
成
果
を
い
ち
早
く
公
開
す
る
「
遺
跡
見
学
会
」
、
大
型
商
業
施
設
な
ど
に

お
い
て
展
示
を
行
う
「
ほ
る
た
ま
展
」
、
発
掘
成
果
を
遺
跡
の
地
元
に
還
元
す
る
「
里
帰
り
展
」
、
里

帰
り
展
と
コ
ラ
ボ
し
た
長
竹
遺
跡
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ほ
る
た
ま
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
を
実
施
し
、
多

く
の
方
々
に
御
来
場
、
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
博
物
館
や
市
町
村
で
実
施
さ
れ
る
各
種
講
座
へ
の
職
員
派
遣
や
大
学
生
対
象
の
オ
ー

プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
な
ど
、
文
化
財
保
護
に
係
る
普
及
啓
発
、
人
材
育
成
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

本
書
は
、
当
事
業
団
が
令
和
六
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
事
業
の
概
要
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
多
く
の
皆
様
に
、
研
究
や
学
び
の
参
考
と
し
て
御
活
用
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

船
川
遺
跡
は
利
根
川
右
岸
に
位
置
し
、
北
側
に
利
根

川
を
臨
む
。
秩
父
鉄
道
武
州
荒
木
駅
か
ら
北
北
西
約
３

㎞
に
所
在
し
、
妻
沼
低
地
か
ら
加
須
低
地
に
広
が
る
沖

積
地
に
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
。

船
川
遺
跡
の
周
辺
に
は
、
古
墳
時
代
か
ら
近
世
に
か

け
て
の
遺
跡
が
あ
る
。
南
側
の
大お

お
と
う
か

稲
荷
古こ

ふ
ん
ぐ
ん

墳
群
は
、
径

約
20
ｍ
の
浅せ

ん
げ
ん間

塚づ
か

古こ

ふ

ん墳
（
円え

ん
ぷ
ん墳

）
が
現
存
し
て
い
る
が
、

多
く
は
削
平
さ
れ
て
い
る
。
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
１

号
墳
は
径
26
ｍ
の
円
墳
で
あ
る
。
弧
を
描
い
た
円
筒
埴

輪
列
が
発
見
さ
れ
、
６
世
紀
初
頭
の
築
造
と
さ
れ
て
い

る
。
２
号
墳
は
１
号
墳
の
南
東
57
ｍ
の
水

田
下
よ
り
、
石
室
と
み
ら
れ
る
細
長
い
礫れ

き

群
が
検
出
さ
れ
た
。
大た

ち刀
、
鉄て

つ

鏃ぞ
く

、
刀と

う

す子
、

轡く
つ
わが

出
土
し
、
５
世
紀
末
の
築
造
と
さ
れ

て
い
る
。

船
川
遺
跡
東
側
の
砂す

な
は
ら原

遺
跡
は
令
和

４
・
５
年
度
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
古
墳

時
代
前
期
の
土ど

こ

う壙
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
住
居
跡
、
土

壙
、
井
戸
跡
、
溝
跡
や
中
・
近
世
の
土
壙
、

井
戸
跡
、
溝
跡
等
も
検
出
さ
れ
た
。

船
川
遺
跡
と
砂
原
遺
跡
に
挟
ま
れ
た
行

田
市
立
須
加
小
学
校
跡
地
や
長
光
寺
付
近

は
、
須す

か加
城じ

ょ
う
あ
と

跡
と
さ
れ
て
い
る
。
『
鎌
倉
九

代
後
記
』
や
『
鎌
倉
大
草
子
』
な
ど
に
は
「
宿

城
」
と
記
載
が
あ
る
も
の
の
、
築
城
や
廃

城
の
年
代
は
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
城
跡

の
遺
構
も
全
く
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

船
川
遺
跡
西
側
の
立た

て

の野
遺
跡
で
は
令
和

３
年
度
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
縄
文
時

代
の
ピ
ッ
ト
や
遺
物
包
含
層
、
古
墳
時
代

の
方ほ

う
け
い形

周
し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

、
平
安
時
代
の
住
居
跡
や

土
壙
、
中
・
近
世
の
井
戸
跡
や
溝
跡
等
が

検
出
さ
れ
た
。

ま
た
立
野
遺
跡
の
東
側
に
位
置
す
る

酒さ
か
ま
き巻

古こ
ふ
ん
ぐ
ん

墳
群
で
は
、
前ぜ

ん
ぽ
う
こ
う
え
ん
ふ
ん

方
後
円
墳
３
基
、

円
墳
20
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
酒
巻
14

号
墳
の
出
土
品
は
、
一
括
し
て
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
酒
巻
古
墳
群
の

北
側
に
位
置
す
る
宅
地
遺
跡
は
６
次
に
わ

た
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
酒
巻
古
墳
群

と
同
時
期
の
集
落
跡
が
展
開
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

古
墳
時
代

住
居
跡
５
軒
、
土
壙
４
基
、
溝
跡
１
条
、

ピ
ッ
ト
５
基
、
遺
物
包
含
層
１
か
所
が
発

見
さ
れ
た
。

第
14
号
住
居
跡
は
今
回
の
調
査
で
最
も

古
く
、
５
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
頃
に
位
置

付
け
ら
れ
る
。
一
辺
約
７
ｍ
と
大
型
で
、

南
辺
の
東
寄
り
に
カ
マ
ド
が
付
設
さ
れ
て

い
た
。
残
存
状
況
は
良
く
な
い
も
の
の
、

袖
部
の
粘
土
が
残
る
。
煙
道
部
は
検
出
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
縦
煙
道
を
持
つ
初
期
カ

マ
ド
と
み
ら
れ
る
。
上
層
か
ら
大
量
の

土は

じ

き

師
器
が
出
土
し
た
が
、
住
居
の
廃
絶
後

に
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
南
辺
や
や

西
寄
り
の
焼
土
と
粘
土
の
残
骸
は
、
カ
マ
ド
の
可
能
性

が
あ
る
。
さ
ら
に
北
東
付
近
に
は
、
約
１
・
２
ｍ
の
楕

円
形
の
範
囲
に
焼
土
が
集
中
し
て
い
た
。
周
囲
か
ら
大

■ 所在地

行田市大字須加４４６４－１他

■ 実施期間（事業者）

令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

１，０７０．４５㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

古墳 （住居跡５ ・土壙４ ・溝跡１ ・

ピット５ ・ 遺物包含層１）

飛鳥 ・ 平安 （住居跡３ ・ 土壙１ ・

溝跡１）

中・近世 （竪穴状遺構１・土壙４・

井戸跡５ ・ 集石遺構１）

船ふ
な

川が
わ

遺
跡
（
第
３
次
）
行
田
市

Ⅰ　

令
和
六
年
度
に
調
査
を
し
た
遺
跡空から見た船川遺跡 （西から）

第 16 号住居跡 （古墳時代）
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量
の
土
師
器
が
出
土
し
、
炉
跡
の
可
能
性
も
あ
る
。
建

て
替
え
の
痕
跡
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
複
数
の
火

処
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
16
号
住
居
跡
は
長
軸
約
７
ｍ
、
南
辺
の
中
央
に
カ

マ
ド
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
燃
焼
部
に
は
、
逆
位
に
置

か
れ
た
土
師
器
の
高た

か
つ
き坏

が
支し

き
ゃ
く脚

に
転
用
さ
れ
て
い
た
。

煙
道
は
一
度
造
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
時
期
は
５
世
紀

後
半
頃
か
ら
６
世
紀
初
頭
頃
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
大

量
の
遺
物
が
出
土
し
、
土
師
器
の
高
坏
や
坏
が
多
い
。

坏
３
点
が
高
坏
に
重
ね
ら
れ
た
状
態
が
２
セ
ッ
ト
み
ら

れ
た
。
須す

え

き

恵
器
の
短
脚
の
無む

が

い蓋
高
坏
は
床
面
上
に
横
転

し
た
状
態
で
、
有ゆ

う
が
い蓋

短た
ん
け
い頸

壺こ

は
割
れ
て
住
居
跡
内
の
複

数
地
点
か
ら
出
土
し
た
。
剥
が
れ
た
脚
部
と
蓋
は
出
土

し
て
い
な
い
。
ほ
か
に
、
碧

へ
き
ぎ
ょ
く
せ
い

玉
製
の
管く

だ

玉た
ま

、
滑か

っ
せ
き
せ
い

石
製
の

勾ま
が
た
ま玉

形が
た
も
ぞ
う
ひ
ん

模
造
品
、基
部
が
有
袋
の
鉄
製
鑿の

み

が
出
土
し
た
。

第
12
号
住
居
跡
は
一
辺
約
７
・
７
ｍ
の
大
型
で
、
北

西
辺
に
カ
マ
ド
が
付
設
さ
れ
て
い
た
。
燃
焼
部
に
は
、

支
脚
に
転
用
さ
れ
た
土
師
器
の
高
坏
が
逆
位
で
置
か
れ

て
い
た
。
遺
物
は
多
量
の
土
師
器
と
須
恵
器
𤭯は

そ
う、

臼う
す

玉だ
ま

１
点
が
出
土
し
た
。
時
期
は
６
世
紀
前
半
頃
に
位
置
付

け
ら
れ
る
。

調
査
区
の
西
側
は
谷
状
に
落
ち
込
み
、
５
世
紀
か
ら

７
世
紀
の
遺
物
包
含
層
が
堆
積
し
て
い

た
。
包
含
層
下
か
ら
第
14
号
住
居
跡
が

検
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
５
世
紀
後
半

以
降
に
埋
没
が
始
ま
り
、
７
世
紀
代
に

は
ほ
ぼ
埋
ま
り
き
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

飛
鳥
時
代

調
査
区
西
側
の
遺
物
包
含
層
際
に
住

居
跡
が
集
中
す
る
。
い
ず
れ
も
重
複
し
、

広
範
囲
に
集
落
が
展
開
し
て
い
た
様
子

は
み
ら
れ
な
い
。

第
７
号
住
居
跡
は
、
カ
マ
ド
天
井
の

高
架
芯
材
に
緑

り
ょ
く

泥で
い

片へ
ん
が
ん岩

が
用
い
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
緑
泥
片
岩
は
、
本
来
は
古

墳
の
石
室
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
全
体
的
に
残
存
状
況
が
悪
く
、

遺
物
は
破
片
を
主
体
に
し
、
雁か

り

股ま
た

鏃ぞ
く

も

出
土
し
た
。

第
８
号
住
居
跡
は
重
複
す
る
第
７
号

住
居
跡
に
先
行
す
る
。
残
存
状
況
が
悪

く
、
カ
マ
ド
も
不
明
瞭
で
あ
る
。
西
側

に
角か

く
せ
ん閃

石せ
き

安あ
ん
ざ
ん
が
ん

山
岩
が
複
数
ま
と
ま
り
、

床
面
に
は
焼
土
と
炭
層
が
広
が
る
。
ま

た
、
滑
石
製
勾
玉
形
模
造
品
も
出
土
し

た
。

中
世中

世
の
遺
構
は
少
な
い
。
第
８
号
井
戸
跡
は
か
わ
ら

け
２
点
が
出
土
し
、
15
世
紀
代
と
み
ら
れ
る
。

第
10
号
井
戸
跡
は
、
上
層
か
ら
埋
没
過
程
で
混
入
し

た
人
物
埴は

に

わ輪
の
腕
部
と
緑
泥
片
岩
が
出
土
し
た
。
そ
の

他
、
多
数
の
井
戸
跡
か
ら
径
30
㎝
程
の
角
閃
石
安
山
岩

な
ど
が
出
土
し
た
。
大
稲
荷
古
墳
群
の
古
墳
石
室
の
石

材
を
二
次
利
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
ぶ
し

大
の
角
閃
石
安
山
岩
、
緑
泥
片
岩
や
自
然
石
が
一
か
所

に
集
め
ら
れ
た
集
石
遺
構
の
性
格
は
わ
か
ら
な
い
。

［
　
ま
と
め
　
］

船
川
遺
跡
第
３
次
調
査
で
は
、
中
世
か
ら
古
墳
時
代

の
住
居
跡
や
溝
跡
、
井
戸
跡
な
ど
が
検
出

さ
れ
た
。
令
和
５
年
度
の
第
２
次
調
査
で

は
平
安
時
代
の
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
長
期
間
、
集
落
が
営
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
、

６
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
、
８
世
紀
代
に
希

薄
な
時
期
が
あ
る
。

船
川
遺
跡
は
古
墳
時
代
中
期
に
あ
た
る

５
世
紀
中
頃
か
ら
集
落
が
展
開
し
６
世
紀

初
頭
頃
ま
で
継
続
す
る
。
そ
の
後
７
世
紀

前
半
頃
か
ら
、
再
び
住
居
跡
が
構
築
さ
れ

た
。現

地
表
面
と
第
四
面
遺
構
検
出
面
の
比

高
差
は
約
２
ｍ
あ
り
、
遺
構
・
遺
物
が
希

薄
な
面
も
存
在
す
る
。
集
落
の
断
絶
と
復

興
が
繰
り
返
さ
れ
た
、
土
地
の
履
歴
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
確
認
さ
れ

た
５
世
紀
代
の
集
落
跡
は
、
近
接
す
る
大

稲
荷
古
墳
群
の
造
営
時
期
と
連
動
し
て
い

る
。
大
稲
荷
古
墳
群
は
、
現
在
ま
で
に
６
基
の
古
墳
が

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
墳
丘
の
削
平
ま
た
は
関か

ん
と
う
ぞ
う

東
造

盆ぼ

ん

ち地
運う

ん
ど
う動

と
呼
ば
れ
る
地
盤
沈
下
と
利
根
川
の
洪
水
に

よ
っ
て
埋
没
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
た
１
号
墳
は
６
世
紀
初
頭
、
２
号
墳
は
５
世
紀
末

と
さ
れ
て
い
る
。
１
号
墳
で
は
大
正
５
年（
１
９
１
６
）

に
石
棺
か
ら
四し

獣
じ
ゅ
う

鏡き
ょ
う、

鹿ろ
っ
か
く
そ
う

角
装
刀と

う

す子
が
出
土
し
、
東
京

帝
室
博
物
館
（
東
京
国
立
博
物
館
）
に
寄
贈
さ
れ
た
。

第
14
号
住
居
跡
は
大
稲
荷
２
号
墳
と
、
第
12
号
住
居
跡

は
大
稲
荷
１
号
墳
と
同
時
期
と
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
後
続
す
る
遺
構
か
ら
古
墳
の
石
室
石
材
と
想

定
さ
れ
る
角
閃
石
安
山
岩
や
緑
泥
片
岩
が
出
土
し
て
い

る
こ
と
は
、
未
知
の
古
墳
の
存
在
も
想
像
さ
せ
る
。

第 12 号住居跡カマド （古墳時代）

第 4 号性格不明遺構 （中世）
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

宅
地
遺
跡
は
、
秩
父
鉄
道
行
田
市
駅
の
北
西
約
５
㎞

所
在
し
、
利
根
川
右
岸
の
東
西
に
細
長
い
自
然
堤
防
上

に
立
地
し
て
い
る
。

利
根
川
右
岸
の
行
田
市
酒
巻
地
区
に
は
、
６
世
紀
前

半
か
ら
７
世
紀
前
半
こ
ろ
に
営
ま
れ
た
酒さ

か
ま
き巻

古
墳
群
が

広
が
っ
て
い
る
。
最
西
端
に
位
置
す
る
酒
巻
14
号
墳
は
、

６
世
紀
末
に
築
造
さ
れ
た
径
約
34
ｍ
の
円
墳
で
あ
る
。

墳
丘
中
段
の
テ
ラ
ス
に
は
、
二
重
の
埴は

に

輪わ

列れ
つ

が
巡
っ
て

い
た
。
国
内
唯
一
の
旗
を
立
て
た
馬
形
埴
輪
を
は
じ
め
、

筒
袖
の
服
を
着
用
し
た
人
物
、
褌

ふ
ん
ど
しを

し
め
た
力
士
と
思

わ
れ
る
男
子
な
ど
、
古
代
朝
鮮
半
島
の
関
係
が
う
か
が

え
る
埴
輪
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
一
括
し
て
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

宅
地
遺
跡
は
こ
れ
ま
で
に
５
回
の
調
査
が
行
わ
れ
、

６
世
紀
か
ら
９
世
紀
頃
に
営
ま
れ
た
集
落
跡
が
確
認
さ

れ
た
。
酒
巻
古
墳
群
の
造
営
時
期
と
重
な
り
、
関
係
性

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

古
墳
時
代

古
墳
時
代
の
遺
構
は
、
調
査
区
の
東
側
に
分
布
し
て
い

た
。
第
１
号
住
居
跡
は
東
壁
に
カ
マ
ド
が
付
設
さ
れ
、
周

辺
か
ら
土は

じ

き

師
器
甕か

め

等
が
多
量
に
出
土
し
た
。
第
２
号
住
居

跡
は
東
壁
か
ら
カ
マ
ド
の
煙
道
部
が
約
80
㎝
延
び
て
い
た

が
、
袖
部
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
遺
物
は
土
師
器
片
が

少
量
出
土
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
第
３
号
住
居
跡
は
、

北
西
壁
に
設
置
さ
れ
た
カ
マ
ド
の
燃
焼
部
が
壁
外
に
張
り

出
し
、
被
熱
に
よ
る
硬
化
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
煙
道
部

の
残
存
状

態
も
良
く
、

古
墳
時
代

後
期
の
土

師
器
坏つ

き

と

径
10
㎝
程

度
の
焼
け

た
礫
が
出

土
し
た
。　

第

２

号

土ど

壙こ
う

は
調

査
区
の
ほ

ぼ
中
央
で
検
出
さ
れ
た
。
覆
土
中
か
ら
坏
を
中
心
と
す

る
古
墳
時
代
後
期
の
多
量
の
土
師
器
、
底
面
の
中
央
か

ら
円え

ん
ば
ん板

形
の
滑か

っ
せ
き
せ
い

石
製
模
造
品
が
出
土
し
た
。

第
１
号
溝
跡
と
第
２
号
溝
跡
は
、
１
ｍ
の
間
隔
を
も

ち
な
が
ら
南
北
方
向
に
並
走
し
、
重
複
す
る
第
２
号
住

居
跡
よ
り
も
古
い
。

第
１
号
性
格
不
明
遺
構
は
、
炭
化
物
を
多
く
含
ん
だ

黒
色
土
層
が
、
な
だ
ら
か
な
傾
斜
を
も
ち
な
が
ら
薄
く

堆
積
し
て
い
た
。

奈
良
時
代

奈
良
時
代
の
遺
構
は
、
調
査
区
の
中
央
付
近
に
分
布

し
て
い
た
。
第
39
号
土
壙
は
、
古
墳
時
代
後
期
層
の
上

面
に
堆
積
し
た
青
灰
色
シ
ル
ト
層
を
掘
り
込
ん
で
い

た
。
８
世
紀
代
の
須す

え

き

恵
器
坏
や
土
師
器
甕
が
出
土
し
て

い
る
。

［
　
ま
と
め
　
］

宅
地
遺
跡
第
６
次
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡

や
溝
跡
、
奈
良
時
代
の
土
壙
が
検
出
さ
れ
た
。

宅
地
遺
跡
の
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
は
、
古
墳
時

代
後
期
の
住
居
跡
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
土
師
器
の

集
中
出
土
や
調
査
区
壁
面
に
カ
マ
ド
状
の
痕
跡
が
確
認

さ
れ
た
程
度
で
あ
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
３
軒
の
住

居
跡
が
検
出
さ
れ
、
宅
地
遺
跡
は
隣
接
す
る
酒
巻
古
墳

群
と
同
時
期
の
集
落
跡
と
確
認
で
き
た
。
今
後
の
調
査

で
は
、
集
落
域
の
広
が
り
や
存
続
期
間
の
解
明
が
期
待

さ
れ
る
。
奈
良
時
代
の
須
恵
器
坏
や
土
師
器
甕
を
出
土

し
た
土
壙
が
検
出
さ
れ
た
た
め
、
継
続
的
に
集
落
が
展

開
し
て
い
た
こ
と
予
想
さ
れ
る
。

宅た
く

地ち

遺
跡
（
第
６
次
）
行
田
市

■ 所在地

行田市酒巻１９９２他

■ 実施期間（事業者）

令和 6 年 4 月～令和 6 年 9 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

９５０．４４㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

古墳（住居跡3・土壙20・溝跡3・

ピット 12 ・ 性格不明遺構 1）

奈良 （土壙 4）

中 ・ 近世 （土壙 3 ・ 溝跡 2）

空から見た宅地遺跡 （西から）

第 3 号住居跡 （古墳時代）

第 2 号土壙 （古墳時代）

第 39 号土壙 （奈良時代）

3



［
　
立
地
と
環
境
　
］

塚
原
南
遺
跡
は
、
都と

幾き

川が
わ

を
南
に
臨
む
河
岸
段
丘
の

中
位
面
先
端
部
に
立
地
す
る
。
対
岸
に
は
岩い

わ

殿ど
の

丘
き
ゅ
う

陵り
ょ
うの

山
々
が
並
び
立
っ
て
い
る
。
都
幾
川
の
両
岸
に
は
河
岸

段
丘
が
処
々
に
見
ら
れ
、
そ
の
崖
線
に
旧
流
路
が
見
て

取
れ
る
。
一
帯
の
九
頭
竜
社
や
悪
龍
伝
説
な
ど
水
害
記

憶
の
存
在
を
示
す
多
く
の
事
跡
は
、
都
幾
川
が
経
て
き

た
流
路
変
遷
の
著
し
さ
を
物
語
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

周
辺
の
遺
跡
は
、
河
岸
段
丘
の
上
位
面
に
分
布
が
限

ら
れ
て
い
る
。
旧
石
器
時
代
～
縄
文
時
代
は
塚つ

か

原は
ら

遺
跡

を
は
じ
め
、
縄
文
後
期
の
岩い

わ

の
上う

え

遺
跡
、
弥
生
後
期
の

雉き

子じ

山や
ま

遺
跡
な
ど
、
い
ず
れ
も
上
位
段
丘
面
上
に
営
ま

れ
た
集
落
跡
で
あ
る
。
遺
跡
分
布
の
動
向
は
、
古
墳
時

代
に
下し

も

唐か
ら

子こ

古
墳
群
な
ど
が
中
位
面
へ
進
出
し
て
い
る

が
、
続
く
奈
良
・
平
安
時
代
の
岩
の
上
遺
跡
な
ど
は
再

び
段
丘
上
位
面
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

低
地
へ

の

進

出

は
、
中
世

以
降
の
こ

と

で

あ

る
。
13
世

紀
頃
か
ら

14
世
紀
前

半
に
か
け

て
、
神ご

う

戸ど

や
高
本
で

板い
た

石い
し

塔と
う

婆ば

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
、
遺
跡
周
辺
に

は
、
高
坂
氏
や
野
本
氏
と
い
っ
た
武
士
団
が
割
拠
し
て

い
た
と
さ
れ
、
近
隣
の
青お

お

鳥ど
り

城
じ
ょ
う

跡あ
と

に
も
、
こ
の
時
期
か

ら
板
石
塔
婆
が
認
め
ら
れ
る
。

令
和
５
年
度
調
査
で
は
、
縄
文
前
期
の
住
居
跡
が
検

出
さ
れ
た
ほ
か
、
古
墳
時
代
の
集
落
跡
、
中
位
面
の
先

端
部
を
囲
う
大
き
な
中
世
の
溝
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
段

丘
低
位
面
と
河
川
に
近
い
場
所
に
も
、
断
続
的
に
集
落

が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

当
地
周
辺
の
集
落
は
、
頻
発
す
る
水
害
を
避
け
な
が

ら
河
岸
段
丘
の
上
位
面
と
中
位
面
に
営
ま
れ
て
き
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

縄
文
時
代

２
軒
の
住
居
跡
は
、
い
ず
れ
も
縄
文
時
代
後
期
前
葉

の
柄え

鏡
か
が
み

形が
た

住
居
跡
で
あ
る
。
入
口
部
に
川
原
石
が
敷
き

詰
め
ら
れ
た
敷し

き

石い
し

住
居
で
、
出
入
口
部
を
南
～
南
東
の

現
河
川
の
方
向
に
向
け
て
い
た
。

第
３
号
住
居
跡
は
石
斧
や
石
皿
は
出

土
し
た
が
、
土
器
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
一
方
、
第
７
号
住
居
跡
は

縄
文
時
代
後
期
前
葉
の
土
器
片
な
ど
が

多
量
に
出
土
し
た
。

古
墳
時
代

第
１
号
住
居
跡
は
カ
マ
ド
が
東
側
に
付
設
さ
れ
、
南

脇
に
貯
蔵
穴
が
あ
っ
た
。
床
面
は
部
分
的
に
被
熱
し
、

赤
色
化
し
た
痕
跡
や
炭
化
物
が
見
ら
れ
た
。
出
土
し
た

５
世
紀
代
の
土は

師じ

器き

は
完
存
率
が
高
く
、
焼
失
住
居
の

可
能
性
も
あ
る
。

奈
良
・
平
安
時
代

第
17
号
溝
跡
は
、
中
世
の
第
１
号
溝
跡
の
下
層
か
ら

検
出
さ
れ
た
。
東
西
方
向
に
20
ｍ
ほ
ど
が
残
存
し
て
い

た
。
８
世
紀
後
半
～
９
世
紀
代
の
南
比ひ

企き

産
須す

恵え

器き

の

坏つ
き

が
多
量
に
出
土
し
、「
寺
」
な
ど
と
墨ぼ

く

書し
ょ

さ
れ
た
坏

も
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
第
16
・
17
・
27
号
溝
跡
は

低
地
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
排
水
を

目
的
と
し
た
溝
跡
と
思
わ
れ
る
。

中
・
近
世

第
１
号
溝
跡
は
、
幅
５
ｍ
、
深
さ
１
ｍ
の
14
世
紀
半

ば
頃
の
大
溝
跡
で
あ
る
。
令
和
５
年
度
の
調
査
で
は
東

西
方
向
約
60
ｍ
が
検
出
さ
れ
、
今
回
は
そ
の
東
端
か
ら

北
側
へ
直
角
に
屈
曲
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

溝
跡
の
内
側
の
標
高
が
高
い
台
地
部
分
と
、
外
側
の
低

地
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
出
土
し
た
遺
物
は
お
よ
そ
14

世
紀
半
ば
の
も
の
が
最
新
で
、
こ
の
頃
ま
で
に
埋
ま
っ

て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

南
北
に
走
向
す
る
第
22
号
溝
跡
は
、
出
土
遺
物
か
ら

18
世
紀
後
半
代
ま
で
に
埋
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

［
　
ま
と
め
　
］

縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
、
奈
良
・
平
安
時
代
、
中
・

近
世
の
遺
構
・
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。
縄
文
時
代
後
期

前
葉
の
２
軒
の
住
居
跡
は
、
出
入
口
部
に
敷
石
が
施
さ

れ
た
柄
鏡
形
敷
石
住
居
跡
で
あ
る
。
古
墳
時
代
の
第
１

号
住
居
跡
は
、
焼
失
住
居
の
可
能
性
が
あ
る
。

奈
良
・
平
安
時
代
以
降
は
、
近
世
に
至
る
ま
で
台
地

部
を
囲
繞
す
る
よ
う
に
溝
が
掘
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し

た
溝
跡
は
、
い
ず
れ
の
時
期
も
南
側
あ
る
い
は
東
側
の

低
地
に
向
け
て
深
く
な
る
よ
う
に
掘
削
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
排
水
機
能
が
想
定
さ
れ
る
。

■ 所在地

東松山市大字下唐子字塚原１１０５

他

■ 実施期間（事業者）

令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

２，５８０㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

縄文 （竪穴住居跡２・土壙４・ピッ

ト 14）

古墳 （竪穴住居跡２ ・ 土壙２ ・

溝跡１ ・ ピット 27）

奈良 ・ 平安 （竪穴状遺構２ ・ 土

壙６ ・ 溝跡５ ・ ピット 12）

中・近世 （土壙 32・溝跡 25・ピッ

ト 48）

塚つ
か
は
ら
み
な
み

原
南
遺
跡
（
第
２
次
）
東
松
山
市

第 1 号住居跡カマド （古墳時代）

都幾川と塚原南遺跡 （南から）

第 7 号住居跡 （縄文時代）

4

Ⅰ　令和六年度に調査をした遺跡



［
　
立
地
と
環
境
　
］

平
右
衛
門
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
北
鴻
巣
駅
の
南
東

約
２
㎞
に
所
在
す
る
。
遺
跡
が
立
地
す
る
大
宮
台
地
は
、

遺
跡
周
辺
で
は
北
西
方
向
へ
半
島
状
に
延
び
、
西
側
に

荒
川
、東
側
に
は
元
荒
川
が
南
東
方
向
へ
流
れ
て
い
る
。

周
辺
の
遺
跡
は
、
大
宮
台
地
ま
た
は
元
荒
川
の
自
然

堤
防
上
に
立
地
し
て
い
る
。
旧
石
器
時
代
は
、
鴻
巣
市

新し
ん

屋や

敷し
き

遺
跡
で
石
器
集
中
地
点
や
礫れ

き
ぐ
ん群

が
調
査
さ
れ
、

ナ
イ
フ
形
石
器
や
尖せ

ん
と
う
き

頭
器
が
出
土
し
た
市
内
で
最
も
ま

と
ま
っ
た
資
料
で
あ
る
。
中な

か
さ
ん
や

三
谷
遺
跡
で
も
ナ
イ
フ
形

石
器
や
角

か
く
す
い
じ
ょ
う

錐
状
石せ

っ

き器
、
赤あ

か

台だ
い

遺
跡
で
は
瀬
戸
内
地
方
に

特
徴
的
な
国こ

う府
型
の
ナ
イ
フ
形
石
器
に
類
似
し
た
石
器

が
出
土
し
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
東
に
隣
接

す
る
宮み

や
ま
え前

遺
跡
で
も
、
ナ
イ
フ
形
石
器
が
採
集
さ
れ
て

い
る
。

縄
文
時
代
で
は
、
草
創
期
の
中
三
谷
遺
跡
か
ら
有ゆ

う

舌ぜ
つ

尖
頭
器
、
富ふ

じ士
山や

ま

南
み
な
み

遺
跡
か
ら
爪つ

め
が
た形

文も
ん

系
土
器
が
出
土

し
た
。
早
期
に
は
遺
跡
数
が
増
加
し
、
中
三
谷
遺
跡
で

押お
し
が
た形

文も
ん

系
土
器
、
赤あ

か

台だ
い

遺
跡
で
は
条

じ
ょ
う

痕こ
ん

文も
ん

期
の
住
居
跡

や
炉ろ

穴あ
な

群
が
見
つ
か
っ
た
。
中
期
は
集
落
も
増
加
し
、

赤
台
遺
跡
、
馬ま

む

ろ室
小
校
庭
内
遺
跡
、
新
屋
敷
遺
跡
等
で

加か

そ

り

曽
利
Ｅ
式
期
の
集
落
が
確
認
さ
れ
た
。
続
く
後
期
も

赤
台
遺
跡
で
称

し
ょ
う
み
ょ
う
じ

名
寺
式
期
、
中
三
谷
遺
跡
で
堀ほ

り
の
う
ち

之
内
式

期
の
住
居
跡
群
が
発
見
さ
れ
た
。

弥
生
時
代
の
遺
跡
は
少
な
い
。
登の

ぼ
り
と戸

新し
ん
で
ん田

遺
跡
で

吉よ
し

ヶが

谷や
つ

式
期
の
方ほ

う
け
い形

周
し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

、
九く

え

も

ん

右
衛
門
遺
跡
で
終
末

期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
集
落
跡
が
見
つ
か
っ
た
。

古
墳
時
代
に
な
る
と
、遺
跡
数
は
急
激
に
増
加
す
る
。

宮み
や

前ま
え

本ほ
ん

田で
ん

遺
跡
、
大お

お

ま間
原は

ら

遺
跡
、
馬
室
小
校
庭
内
遺
跡
、

赤
台
遺
跡
、
新
屋
敷
遺
跡
等
で
前
期
の
集
落
が
確
認
さ

れ
た
。
中
三
谷
遺
跡
は
古
墳
時
代
後
期
以
降
ま
で
続
く

長
期
的
な
集
落
で
あ
る
。
後
期
に
な
っ
て
、
箕み

だ田
古
墳

群
や
新
屋
敷
遺
跡
等
の
古
墳
群
が
形
成
さ
れ
た
。
生お

い

ね出

塚づ
か

遺
跡
や
馬
室
埴
輪
窯
跡
と
い
っ
た
埴
輪
窯
の
開
窯
も

こ
の
頃
で
あ
る
。
生
出
塚
遺
跡
で
は
住
居
跡
、
埴
輪
窯

跡
、
工
房
跡
、
粘
土
採
掘
坑
等
も
確
認
さ
れ
、
埴
輪
製

作
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
製
作
さ
れ
た
埴
輪
は
、

埼さ
き
た
ま玉

古
墳
群
や
笠か

さ
は
ら原

古
墳
群
に
供
給
さ
れ
て
い
た
。

奈
良
・
平
安
時
代
で
は
、
遺
跡
数
が
減
少
す
る
。
宮

前
本
田
遺
跡
や
赤
台
遺
跡
、
中
三
谷
遺
跡
等
で
古
墳
時

代
集
落
が
継
続
し
て
い
る
。

中
・
近
世
は
、
箕
田
館
跡
、
安あ

だ

ち達
館
跡
、
源

み
な
も
と
の

経つ
ね
も
と基

館
跡
等
が
城
館
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
箕
田
館
跡

推

定

地

の

九

右

衛

門

遺
跡
で
は
、

大

型

の

堀

跡

や

中

世

陶

磁

器

類

が
多
量
に
出
土
し
た
。
中
三
谷
遺
跡
の
「
コ
」
の
字
状

に
巡
る
堀
跡
、
新
屋
敷
遺
跡
の
二
重
の
堀
跡
は
、
中
世

の
館
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
宮
前
本
田
遺
跡
で
は
、

掘
立
柱
建
物
跡
や
井
戸
跡
、
地
下
式
壙
、
溝
跡
が
確
認

さ
れ
た
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

平
右
衛
門
遺
跡
第
６
次
調
査
で
は
、
第
22
～
24
地
点

の
調
査
を
行
っ
た
。

第
22
地
点

古
墳
時
代

第
33
号
住
居
跡
の
主
軸
が
ほ
ぼ
真
北
を
示
し
、
北
壁

中
央
に
付
随
す
る
カ
マ
ド
は
第
59
号
溝
跡
に
壊
さ
れ
て

い
た
。
出
土
遺
物
の
様
相
か
ら
７
世
紀
後
半
頃
と
考
え

ら
れ
る
。

奈
良
・
平
安
時
代

第
30
号
住
居
跡
は
特
に
遺
存
状
態
が
良
好
で
、
北
壁

に
付
設
さ
れ
た
カ
マ
ド
の
袖
部
の
芯
材
に
は
土は

じ

き

師
器
甕か

め

が
逆
位
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
出
土
遺
物
は
須す

え

き

恵
器
を

主
体
と
し
、
時
期
は
平
安
時
代
の
９
世
紀
前
半
頃
と
考

え
ら
れ
る
。
第
31
・
32
号
住
居
跡
は
重
複
す
る
浅
い
住

居
跡
で
、
新
し
い
第
31
号
住
居
跡
の
出
土
遺
物
は
小
破

片
が
主
体
で
、
概
ね
奈
良
時
代
と
捉
え
ら
れ
る
。
カ
マ

ド
は
北
壁
に
造
り
付
け
ら
れ
、
煙
道
の
先
端
に
は
煙
出

し
と
思
わ
れ
る
ピ
ッ
ト
状
の
掘
り
込
み
が
み
ら
れ
た
。

第
32
号
住
居
跡
は
８
世
紀
前
半
頃
と
考
え
ら
れ
、
カ
マ

ド
の
燃
焼
部
に
は
粘
土
支
脚
が
付
設
さ
れ
て
い
た
。

近
世土

壙
の
多
く
は
、
出
土
遺
物
が
極
め
て
少
な
い
。
長

方
形
の
土
壙
は
、
農
業
関
連
の
施
設
の
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。

第
33
号
井
戸
跡
は
長
軸
２
・
85
ｍ
、
短
軸
１
・
65
ｍ

の
長
楕
円
形
の
平
面
プ
ラ
ン
で
、
深
さ
２
・
５
ｍ
か
ら

平へ
い
え
も
ん

右
衛
門
遺
跡
（
第
６
次
）
鴻
巣
市

■ 所在地

鴻 巣 市 大 字 箕 田 字 平 右 衛 門

３７３１－３他

■ 実施期間（事業者）

令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

２，１００㎡

■ 遺跡の種別

集落跡　　

■ 主な遺構

第 22 地点

　�古墳 （住居跡 1）、 奈良 ・ 平安

（住居跡 5 ・ 土壙 1 ・ 溝跡 1 ・

ピット 2）、 近世 （掘立柱建物

跡 1 ・ 土壙 88 ・ 井戸跡 5 ・ 溝

跡 28 ・ 柵跡 2 ・ ピッ ト 68）、

時期不明 （井戸跡 3 ・ ピット

643）

第 23 地点

　�奈良 ・ 平安 （住居跡 2）、 近世

（土壙 16 ・ 溝跡 2 ・ ピット 53）

第 24 地点

　�縄文 （土壙 1）、奈良・平安 （住

居跡 2 ・ 溝跡 3）、 中世 （井

戸跡 1 ・ 溝跡 2）、 近世 （土壙

20 ・ 井戸跡 2 ・ 溝跡 15 ・ ピッ

ト 36）

空から見た平右衛門遺跡 （垂直合成）

第 22 地点第 30 号住居跡カマド （平安時代）

5



出
水
し
た
。
ほ
ぼ
垂
直
の
掘
方
で
、
テ
ラ
ス
や
階
段
の

よ
う
な
施
設
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
遺
物
は
肥ひ

ぜ

ん前
系

磁
器
の
碗
類
や
、
丹た

ん

ば波
系
陶
器
の
擂す

り
ば
ち鉢

、
瀬せ

と戸
美み

の濃
系

陶
器
の
志し

の野
皿さ

ら

、
瓦が

し

つ質
土
器
の
平
底
焙ほ

う

烙ろ
く

、
羽は

釜が
ま

、
大

型
の
火ひ

け

し消
壺
等
が
下
層
か
ら
出
土
し
た
。
17
世
紀
後
葉

頃
に
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
57
号
溝
跡
を
境
に
、
旧
中
山
道
側
の
南
側
一
帯
に

は
多
数
の
ピ
ッ
ト
が
密
集
し
て
検
出
さ
れ
、
概
ね
３
列

の
ピ
ッ
ト
列
が
認
め
ら
れ
た
。
旧
中
山
道
と
並
行
す
る

第
３
号
柵さ

く

跡あ
と

は
、
区
画
施
設
と
思
わ
れ
る
。
瀬
戸
美
濃

系
陶
器
の
天て

ん
も
く目

茶
碗
の
ほ
か
、
キ
セ
ル
等
が
出
土
し
、

時
期
は
17
世
紀
頃
が
中
心
と
な
る
。

第
23
地
点

奈
良
・
平
安
時
代

第
３
号
住
居
跡
は
掘
り
込
み
が
深
い
。
カ
マ
ド
か
ら

土
師
器
の
甕
な
ど
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
カ
マ
ド
の
袖

部
芯
材
に
は
土
師
器
の
甕
が
逆
位
で
用
い
ら
れ
て
い

た
。
時
期
は
奈
良
時
代
の
８
世
紀
前
半
頃
と
考
え
ら
れ

る
。

近
世第

35
号
溝
跡
は
調
査
区
東
壁
際
に
検
出
さ
れ
、
詳
細

な
規
模
は
不
明
で
あ
る
。
旧
中
山
道
に
直
交
す
る
道
路

の
側
溝
の
可
能
性
が
あ
る
。
17
世
紀
後
葉
～
18
世
紀
初

頭
頃
の
陶
磁
器
が
出
土
し
た
。

土
壙
や
ピ
ッ
ト
は
遺
物
が
乏
し
い
。
遺
構
の
重
複
関

係
や
覆
土
の
状
況
を
加
味
す
る
と
、
近
世
以
降
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

第
24
地
点

縄
文
時
代

縄
文
時
代
中
期
後
半
の
第
14
号
土
壙
は
、
底
面
が
焼

け
て
赤
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
住
居
内
の
炉
も
し
く
は

屋
外
炉
の
可
能
性
が
あ
る
。

奈
良
・
平
安
時
代

第
２
号
住
居
跡
は
、
カ
マ
ド
が
南
東
壁
の
や
や
南
寄

り
に
位
置
す
る
が
、
攪
乱
に
よ
っ
て
遺
存
状
態
が
不
良

の
た
め
、
袖
部
は
確
認
で
き
な
っ
た
。
カ
マ
ド
右
側
の

住
居
コ
ー
ナ
ー
付
近
か
ら
、
貯
蔵
穴
状
の
ピ
ッ
ト
が
１

基
検
出
さ
れ
た
。
時
期
は
８
世
紀
前
半
で
あ
る
。

中
世大

型
の
箱は

こ

薬や

研げ
ん

堀
が
、
第
17
地
点
を
起
点
に
第
13
地

点
を
経
由
し
て
第
24
地
点
第
32
号
溝
跡
へ
繋
が
る
。
こ

れ
は
、
第
15
地
点
を
起
点
に
Ｌ
字
に
屈
曲
し
て
第
11
地

点
へ
続
く
箱
薬
研
堀
と
一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

出
土
遺
物
が
極
め
て
少
な
く
、
第
11
地
点
で
は
中
世
陶

磁
器
や
銭
貨
が
出
土
し
た
。

並
走
す
る
薬
研
堀
の
両
側
縁
に
集
中
す
る
ピ
ッ
ト

は
、
関
連
す
る
施
設
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
延
長
線

上
に
あ
た
る
第
１
・
２
・
９
・
13
地
点
で
も
同
様
の
溝
跡

が
検
出
さ
れ
、
一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
物
は

13
～
14
世
紀
の
陶
磁
器
・
土
器
を
主
体
に
、
15
世
紀
、

16
世
紀
の
製
品
も
少
量
み
ら
れ
た
。
龍

り
ゅ
う

泉せ
ん

窯よ
う

産
青せ

い

磁じ

蓮れ
ん

弁べ
ん

文も
ん

碗
、
景け

い
と
く
ち
ん
よ
う

徳
鎮
窯
産
青
白
磁
の
梅
瓶
、
華か

南な
ん
さ
ん
さ
い

三
彩
の

盤
な
ど
舶
載
陶
磁
器
の
出
土
は
特
筆
さ
れ
る
。

近
世第

４
号
井
戸
跡
は
中
世
常
滑
焼
の
甕
が
出
土
し
て
い

る
が
、
第
19
～
21
号
溝
跡
よ
り
新
し
い
た
め
、
時
期
は

17
世
紀
後
葉
以
降
で
あ
る
。

第
16
地
点
か
ら
続
く
第
16
、
19
～
21
号
溝
跡
は
、
Ｌ

字
に
屈
曲
し
て
北
東
方
向
へ
延
び
、
調
査
区
の
中
ほ
ど

で
収
束
す
る
。
第
８
・
15
号
溝
跡
は
、
第
21
号
溝
跡
に

合
流
す
る
。

第
16
・
19
～
21
号
溝
跡
は
密
集
し
、
新
旧
関
係
か
ら

同
時
期
に
機
能
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
遺
物

は
覆
土
上
層
か
ら
多
量
に
出
土
し
、
溝
跡
は
17
世
紀
後

葉
に
廃
絶
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

［
　
ま
と
め
　
］

縄
文
時
代
は
、
第
24
地
点
で
中
期
後
半
と
推
定
さ
れ

る
土
壙
１
基
の
み
で
、
遺
構
の
密
度
は
極
め
て
薄
い
。

古
墳
時
代
は
、
第
22
地
点
か
ら
７
世
紀
後
半
頃
の
住

居
跡
が
１
軒
検
出
さ
れ
た
。
隣
接
す
る
第
５
地
点
と
合

わ
せ
る
と
８
軒
と
な
り
、
こ
の
時
期
の
集
落
の
様
子
を

復
元
す
る
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。

奈
良
・
平
安
時
代
は
、
各
地
点
か
ら
住
居
跡
が
確
認

さ
れ
、
周
辺
地
点
に
も
こ
の
時
期
の
住
居
跡
が
広
が
っ

て
い
る
。
時
期
が
８
世
紀
前
半
と
９
世
紀
前
半
に
分
か

れ
、
集
落
は
継
続
的
に
営
ま
れ
て
い
な
い
。

住
居
跡
の
カ
マ
ド
に
は
、
袖
部
の
芯
材
と
し
て
土
師

器
の
甕
が
再
利
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は

県
北
西
部
に
多
い
。
大
宮
台
地
や
埼
玉
県
東
部
で
は
少

な
い
が
、平
右
衛
門
遺
跡
で
は
多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、

貴
重
な
事
例
と
言
え
る
。

中
世
の
遺
構
・
遺
物
は
、
第
24
地
点
か
ら
並
行
す
る

２
条
の
大
溝
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
第
13
地
点
か
ら
続
い

て
い
る
薬
研
堀
で
、
出
土
遺
物
か
ら
13
～
14
世
紀
頃
を

中
心
に
機
能
し
、
最
終
廃
絶
時
期
は
16
世
紀
頃
と
考
え

ら
れ
る
。
龍
泉
窯
産
の
青
磁
蓮
弁
文
碗
、
景
徳
鎮
窯
産

の
青
白
磁
梅
瓶
、華
南
三
彩
な
ど
の
舶
載
陶
磁
の
ほ
か
、

古
瀬
戸
の
碗
、
鉢
、
梅
瓶
等
が
み
ら
れ
、
館
跡
の
存
在

を
想
起
さ
せ
る
様
相
を
示
し
て
い
る
。

宮
前
本
田
遺
跡
で
は
遺
構
・
遺
物
の
様
相
か
ら
周
辺

に
館
跡
の
存
在
が
推
定
さ
れ
、
箕
田
館
跡
推
定
地
と
さ

れ
る
九
右
衛
門
遺
跡
で
は
堀
跡
や
舶
載
陶
磁
器
が
出
土

し
て
い
る
。
第
22
・
23
地
点
で
は
中
世
の
遺
構
・
遺
物

が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
遺
跡
西
側
に
展
開
し
て

い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

近
世
の
遺
構
・
遺
物
は
、
17
世
紀
後
葉
頃
が
主
体
で

あ
る
が
、
18
世
紀
以
降
の
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
た

地
点
も
あ
る
。
溝
跡
は
い
ず
れ
も
、
旧
中
山
道
に
直
交

ま
た
は
並
行
に
延
び
る
。
中
山
道
を
基
準
と
し
た
区
画

が
行
わ
れ
、
近
世
前
期
の
中
山
道
沿
い
の
村
落
に
お
け

る
土
地
利
用
を
考
え
る
重
要
な
成
果
と
い
え
よ
う
。

第 22 地点第 3 号柵跡 （近世）

第 24 地点第 32 号溝跡 （中世）
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

宮
前
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
北
鴻
巣
駅
の
南
東
約
２

㎞
に
所
在
す
る
。
遺
跡
が
立
地
す
る
大
宮
台
地
は
、
遺

跡
周
辺
で
は
北
西
方
向
へ
半
島
状
に
延
び
、
西
側
に
荒

川
、
東
側
に
元
荒
川
が
南
東
方
向
へ
流
れ
て
い
る
。
宮

前
遺
跡
は
、
昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）
に
「
古
墳
か
ら

奈
良•

平
安
時
代
の
大
規
模
な
集
落
遺
跡
」
と
し
て
埼

玉
県
重
要
遺
跡
に
選
定
さ
れ
た
。

周
辺
の
遺
跡
は
、
大
宮
台
地
ま
た
は
元
荒
川
の
自

然
堤
防
上
に
立
地
し
て
い
る
。
旧

石
器
時
代
は
、
鴻
巣
市
新し

ん

屋や

敷し
き

遺

跡
で
石
器
集
中
地
点
や
礫れ

き

群ぐ
ん

が
調

査
さ
れ
、
ナ
イ
フ
形
石
器
や
尖せ

ん

頭と
う

器き

が
出
土
し
た
市
内
で
最
も
ま
と

ま
っ
た
資
料
で
あ
る
。
中な

か

三さ
ん

谷や

遺

跡
で
も
ナ
イ
フ
形
石
器
や
角か

く

錐す
い

状
じ
ょ
う

石せ
っ

器き

、
赤あ

か

台だ
い

遺
跡
で
は
瀬
戸
内
地

方
に
特
徴
的
な
国こ

府う

型
の
ナ
イ
フ

形
石
器
に
類
似
し
た
石
器
が
出
土

し
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

縄
文
時
代
で
は
、
草
創
期
の
遺

跡
の
中
三
谷
遺
跡
で
有ゆ

う

舌ぜ
つ

尖
頭

器
、
富ふ

士じ

山や
ま

南
み
な
み

遺
跡
で
爪つ

め

形が
た

文も
ん

系

土
器
が
出
土
し
た
。
早
期
に
は
遺

跡
数
が
増
加
し
、
中
三
谷
遺
跡
で

は
押お

し

形が
た

文も
ん

系
士
器
、
赤
台
遺
跡
で

は
条

じ
ょ
う

痕こ
ん

文も
ん

期
の
住
居
跡
や
炉ろ

穴あ
な

群

が
見
つ
か
っ
た
。
中
期
は
集
落
も

増
加
し
、
赤
台
遺
跡
、
馬ま

室む
ろ

小
校

庭
内
遺
跡
、
新
屋
敷
遣
跡
等
で
加か

曽そ

利り

Ｅ
式
期
の
集
落
が
確
認
さ
れ

た
。
続
く
後
期
で
も
赤
台
遺
跡
で

称
し
ょ
う

名
み
ょ
う

寺じ

式
期
、
中
三
谷
遺
跡
で
堀ほ

り

之の

内う
ち

式
期
の
住
居
跡
群
が
発
見
さ

れ
た
。

弥
生
時
代
の
遺
跡
は

少
な
い
。
登の

ぼ
り
と戸

新し
ん
で
ん田

遺

跡
で
吉よ

し

ヶが

谷や
つ

式
期
の
方ほ

う

形け
い

周
し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

、
九く

え

も

ん

右
衛
門

遺
跡
で
終
末
期
か
ら
古

墳
時
代
前
期
の
集
落
跡
が
見
つ
か
っ
た
。

古
墳
時
代
に
な
る
と
、遺
跡
数
は
急
激
に
増
加
す
る
。

宮
前
本
田
遺
跡
、
大お

お

間ま

原は
ら

遺
跡
、
馬
室
小
校
庭
内
遺
跡
、

赤
台
遺
跡
、
新
屋
敷
遺
跡
等
で
前
期
の
集
落
が
確
認
さ

れ
た
。
中
三
谷
遺
跡
は
古
墳
時
代
後
期
以
降
ま
で
続
く

長
期
的
な
集
落
で
あ
る
。
後
期
に
な
っ
て
、
箕み

田だ

古
墳

群
や
新
屋
敷
遺
跡
等
の
古
墳
群
が
形
成
さ
れ
た
。
生お

出い
ね

塚づ
か

遺
跡
や
馬
室
埴
輪
窯
跡
と
い
っ
た
埴
輪
窯
の
開
窯
も

こ
の
頃
で
あ
る
。
生
出
塚
遺
跡
で
は
住
居
跡
、
埴
輪
窯

跡
、
工
房
跡
、
粘
土
採
掘
坑
等
も
確
認
さ
れ
、
埴
輪
製

作
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
製
作
さ
れ
た
埴
輪
は
、

埼さ
き

玉た
ま

古
墳
群
や
笠か

さ

原は
ら

古
墳
群
に
供
給
さ
れ
て
い
た
。

奈
良
・
平
安
時
代
で
は
、
遺
跡
数
が
減
少
す
る
。
宮

前
本
田
遺
跡
や
赤
台
遺
跡
、
中
三
谷
遺
跡
等
で
古
墳
時

代
集
落
が
継
続
し
て
い
る
。

中
・
近
世
は
、
箕
田
館
跡
、
安あ

達だ
ち

館
跡
、
源

み
な
も
と
の

経つ
ね

基も
と

館
跡
等
が
城
館
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
箕
田
館
跡

推
定
地
の
九
右
衛
門
遺
跡
で
は
、
大
型
の
堀
跡
や
中
世

陶
磁
器
類
が
多
量
に
出
土
し
た
。
中
三
谷
遺
跡
の「
コ
」

の
字
状
に
巡
る
堀
跡
、新
屋
敷
遺
跡
の
二
重
の
堀
跡
は
、

中
世
の
館
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
宮
前
本
田
遺
跡
で

は
、
掘
立
柱
建
物
跡
や
井
戸
跡
、
地
下
式
壙
、
溝
跡
が

確
認
さ
れ
た
。

宮み
や

前ま
え

遺
跡
（
第
５
次
）
鴻
巣
市

■ 所在地

鴻巣市宮前字本田 268 他

■ 実施期間（事業者）

令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

７，２００㎡

■ 遺跡の種別

集落跡　　

■ 主な遺構

第 3 地点

 �縄文 （住居跡 1 ・ 土壙 5）、 古

墳 （住居跡 2）、 奈良・平安 （住

居跡 9）、 中世 （竪穴状遺構 2・

土壙 249 ・ 土壙墓 2 ・ 井戸跡

11 ・ 溝跡 17）、 時期不明 （掘

立柱建物跡 2 ・ ピット 400 ・ 性

格不明遺構 2）

第 4 地点

 �旧石器 （礫群１）、奈良 • 平安 （住

居跡 11 ・ 井戸跡 3）、 中世 （溝

跡 2）、 近世 （土壙 10 ・ 井戸跡

3 ・ 溝跡 10）、 時期不明 （土壙

90 ・ ピット 100）

空から見た宮前遺跡 （第 3 地点　南から）

第 3 地点第 4 号住居跡 （古墳時代）
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［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

第
３
地
点

縄
文
時
代

第
３
地
点
は
、
台
地
の
縁
辺
部
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ

た
縄
文
時
代
の
集
落
跡
の
外
縁
部
分
に
当
た
る
。
後
期

初
頭
称
名
寺
式
期
の
住
居
跡
１
軒
の
他
、
土
壙
５
基
が

検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
旧
石
器
時
代
終
末
か
ら
縄
文
時

代
草
創
期
の
石
槍や

り

が
単
独
で
出
土
し
た
。

古
墳
時
代

古
墳
時
代
以
降
は
、
安
定
し
た
台
地
上
に
継
続
的
に

遺
構
が
展
開
し
、
住
居
跡
２
軒
が
発
見
さ
れ
た
。

奈
良
・
平
安
時
代

住
居
跡
９
軒
が
検
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
掘
り
込
み

が
浅
く
、
遺
物
は
少
な
か
っ
た
。

中
世第

２
号
溝
跡
は
薬や

研げ
ん

堀
で
、
第
４
地
点
か
ら
連
続

し
、
一
辺
１
０
０
ｍ
以
上
の
方
形
の
区
画
を
構
成
し
て

い
る
。
第
４
号
溝
跡
は
幅
、
深
さ

と
も
に
約
２
ｍ
、
東
側
に
区
画
を

形
成
し
て
い
る
。
時
期
は
い
ず
れ

も
13
～
14
世
紀
で
、
館
跡
に
関
連

す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

時
期
不
明

性
格
不
明
遺
構
２
基
は
、
旧
中

山
道
に
直
交
あ
る
い
は
並
行
す
る

道
路
の
可
能
性
が
あ
り
、
江
戸
時

代
に
帰
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
４
地
点

旧
石
器
時
代

こ
れ
ま
で
に
旧
石
器
時
代
の
遺

物
は
わ
ず
か
に
出
土
し
て
い
た

が
、
礫
群
が
１
か
所
検
出
さ
れ
た
。

奈
良
・
平
安
時
代

住
居
跡
は
中
・
近
世
の
溝
跡
や

攪
乱
に
壊
さ
れ
、
残
存
状
態
が
悪

か
っ
た
。
第
２
号
住
居
跡
は
、
西

側
を
近
世
の
溝
跡
に
大
き
く
壊
さ

れ
て
い
た
。
カ
マ
ド
も
攪
乱
に
よ

り
不
明
瞭
で
あ
っ
た
が
、
壁
際
に

焼
土
が
認
め
ら
れ
た
北
壁
中
央
に

設
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
遺
物
は
、
多
量
の
土は

師じ

器き

や

須す

恵え

器き

が
出
土
し
た
。
第
７
号
住
居
跡
は
、
カ
マ
ド
が

北
壁
と
東
壁
に
付
設
さ
れ
て
い
た
。
当
初
の
北
壁
カ
マ

ド
廃
棄
後
に
、
東
壁
に
新
設
さ
れ
て
い
た
。
遣
物
は
、

東
壁
カ
マ
ド
周
辺
か
ら
南
比
企
産
の
須
恵
器
坏
や
土
師

器
甕
な
ど
が
少
量
出
土
し
た
。

中
世第

13
号
溝
跡
は
、
ほ
ぼ
直
角
に
屈
曲
す
る
大
溝
跡
で

あ
る
。
第
３
地
点
の
第
２
号
溝
跡
か
ら
連
続
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

近
世第

66
号
土
壙
は
、
燈と

う

明
み
ょ
う

皿ざ
ら

等
の
陶
磁
器
の
ほ

か
球
状
砥と

石い
し

や
鉄て

つ

滓さ
い

が
出
土
し
た
。
鍛か

冶じ

に
関

連
す
る
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。

第
２
号
井
戸
跡
は
、
壁
面
に
８
か
所
の
窪
み

が
ほ
ぼ
等
間
隔
に
残
る
特
異
な
構
造
で
あ
る
。

窪
み
の
用
途
は
不
明
で
あ
る
。

第
７
・
８
・
12
号
溝
跡
は
、
中
山
道
に
直
交

す
る
３
条
の
溝
跡
で
あ
る
。
第
７
・
８
号
溝
跡

は
、
中
山
道
に
並
行
し
な
が
ら
調
査
区
外
に
延

び
て
い
た
。

［
　
ま
と
め
　
］

令
和
元
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
上
尾
道
路

関
係
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
初
め
て
旧
石
器

時
代
の
礫
群
が
検
出
さ
れ
た
。

縄
文
時
代
は
、
第
３
地
点
で
称
名
寺
期
の
住

居
跡
１
軒
と
、
第
４
地
点
の
時
期
不
明
の
土
壙

の
数
基
が
覆
土
の
特
徴
か
ら
帰
属
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
第
４
地
点
の
東
端
は
、
縄
文
時
代
後

期
集
落
の
西
端
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

古
墳
時
代
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
の
住
居
跡

は
散
発
的
で
、
遺
物
も
少
な
い
。
７
世
紀
後
半

に
は
数
軒
の
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
、
律
令
期
初

頭
の
台
地
上
の
集
落
と
低
地
の
可
耕
地
と
の
関

連
が
注
目
さ
れ
る
。

中
世
の
14
世
紀
代
に
造
ら
れ
た
区
画
溝
は
、
第
３
地

点
か
ら
第
４
地
点
に
か
け
て
一
辺
１
０
０
ｍ
を
超
え
る

方
形
区
画
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
３
地
点
の
東

側
に
も
一
辺
１
０
０
ｍ
前
後
の
方
形
区
画
が
あ
る
。

江
戸
時
代
の
中
山
道
と
並
行
あ
る
い
は
直
交
す
る
方

向
の
道
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
が
、
旧
中
山
道
と
の
関

連
は
明
確
で
は
な
い
。

第 3 地点 第 1･2 号掘立柱建物跡

第 4 地点 礫群 （旧石器時代）
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

金
久
保
内
出
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
神
保
原
駅
か
ら

北
西
へ
３
㎞
の
神か

ん

な流
川が

わ

扇
状
地
末
端
の
台
地
上
に
立
地

す
る
。
神
流
川
が
烏

か
ら
す

川が
わ

、
利
根
川
と
合
流
す
る
結
節
点

付
近
に
位
置
し
、
北
側
と
西
側
は
神
流
川
が
流
れ
る
低

地
に
向
か
っ
て
傾
斜
す
る
。
周
囲
に
は
、
北
側
の
忍お

し

保ぼ

が

わ川
、
東
側
の
御ご

じ

ん

ば

陣
場
川が

わ

な
ど
利
根
川
水
系
の
小
河
川

が
流
れ
て
い
る
。

周
辺
に
は
、
古
墳
時
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
遺
跡

が
分
布
す
る
。
縄
文
・
弥
生
時
代
は
、
隣
接
す
る
清し

み

ず水

南
み
な
み

遺
跡
か
ら
縄
文
前
期
の
土ど

こ

う壙
が
発
見
さ
れ
た
が
、
ほ

か
は
土
器
片
や
石
器
が
散
布
す
る
程
度
で
あ
る
。

古
墳
時
代
は
、
金
久
保
内
出
遺
跡
か
ら
多
数
の
住
居

跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
隣
接
す
る
清
水
南
遺
跡
や

北き
た
い
ね稲

塚づ
か

遺
跡
に
も
集
落
跡
が
所
在
し
、
周
辺
に
も
集
落

が
分
布
す
る
。
ま
た
人
物
埴
輪
や
円
筒
埴
輪
の
破
片
も

出
土
し
、
古
墳
が
所
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
跡
は
、
清
水
南
遺
跡
や
北
稲

塚
遺
跡
の
ほ
か
、寺て

ら
に
し西

遺
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

金
久
保
内
出
遺
跡
で
も
平
安
時
代
前
期
ま
で
の
住
居
跡
が

確
認
さ
れ
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
継
続
的
に
集

落
が
営
ま
れ
て
い
た
。
平
安
時
代
以
降
、
神
流
川
扇
状

地
末
端
の
集
落
数
は
減
少
し
、
中

な
か
ぼ
り堀

遺
跡
や
日

に
ち
げ
つ月

遺
跡
、

耕こ
う
あ
ん
ち

安
地
遺
跡
な
ど
の
本
庄
台
地
寄
り
へ
移
っ
て
い
く
。

中
世
の
遺
跡
に
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
頃

の
掘ほ

っ

立た
て

柱
ば
し
ら

建た
て

物も
の

跡あ
と

が
確
認
さ
れ
た
清
水
南
遺
跡
、
戦
国

時
代
末
期
ま
で
存
続
し
た
と
さ
れ
る
金か

な

窪く
ぼ

南
み
な
み

城
（
館
）

跡
と
金か

な

窪く
ぼ

城じ
ょ
う（

館
）
跡
が
あ
る
。
金
久
保
内
出
遺
跡
周

辺
の
神
流
川
流
域
東
岸
は
、
天
正
10
年
（
１
５
８
２
）

の
神
流
川
合
戦
の
古
戦
場
で
あ
り
、
こ
の
合
戦
で
金
窪

城
（
館
）
が
落
城
し
た
と
の
記
録
が
残
る
。

江
戸
時
代
は
、
金
久
保
内
出
遺
跡
か
ら
江
戸
時
代
初

期
と
さ
れ
る
土
壙
墓
13
基
が
確
認
さ
れ
、
遺
跡
内
に
墓

域
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

金
久
保
内
出
遺
跡
は
、
昭
和
56
年
に
上
里
町
教
育
委

員
会
が
第
１
次
調
査
を
行
い
、
古
墳
時
代
後
半
か
ら
奈

良
時
代
の
住
居
跡
３
軒
を
検
出
し
た
。

令
和
４
年
度
か
ら
一
般
国
道
17
号
本
庄
道
路
建
設
事

業
に
伴
い
、
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

事
業
団
が
調
査
を
行
い
、
令
和
６
年
度
は
第
４
次
調
査

と
な
る
。

第
２
次
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
の
遺
物
集
中
、
奈
良
・

平
安
時
代
の
住
居
跡
、
掘
立
柱
建
物
跡
、
土

壙
、
溝
跡
、
中
・
近
世
の
掘
立
柱
建
物
跡
、

土
壙
墓
、
土
壙
、
溝
跡
等
を
検
出
し
た
。
続

く
第
３
次
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
の
遺
物
集

中
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡
、
土
壙
、
遺
物
集

中
、
奈
良
時
代
の
住
居
跡
、
中
・
近
世
の
土

壙
墓
、
土
壙
、
井
戸
跡
、
溝
跡
、
柵
跡
等
を
調
査
し
た
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

第
３
地
点

縄
文
時
代
の
土
壙
１
基
、古
墳
時
代
の
住
居
跡
24
軒
、

土
壙
９
基
、
ピ
ッ
ト
１
２
８
基
、
平
安
時
代
の
住
居
跡

１
軒
を
検
出
し
た
。
住
居
跡
は
、
調
査
区
の
南
西
か
ら

北
東
に
分
布
し
て
い
た
。

縄
文
時
代

調
査
区
北
端
に
、
縄
文
時
代
後
期
の
第
５
３
７
号
土

壙
を
検
出
し
た
。
深ふ

か

鉢ば
ち

や
注

ち
ゅ
う

口こ
う

土
器
、
赤せ

き

彩さ
い

土
器
の
破

片
約
90
点
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
土
壙
の
底
面
に

は
焼
土
粒
子
が
集
中
し
た
た
め
、
住
居
跡
の
炉
跡
の
可

能
性
も
あ
る
。

上
里
町
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
神
流
川
扇
状
地
の
扇
央

部
か
ら
縄
文
時
代
後
期
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
た
が
、

遺
構
は
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
初

め
て
、
神
流
川
扇
状
地
の
末
端
か
ら
遺
構
が
発
見
さ
れ

た
。

古
墳
・
奈
良
時
代

古
墳
時
代
後
期
か
ら
奈
良
時
代
初
頭
の
住
居
跡
24
軒

は
密
集
し
、
重
複
が
多
い
。
カ
マ
ド
の
残
存
状
態
は
良

好
で
、
４
軒
で
煙
道
天
井
部
が
残
存
し
て
い
た
。

第
１
４
１
号
住
居
跡
は
、
一
辺
３
ｍ
の
小
型
の
住
居

跡
で
あ
る
。
カ
マ
ド
の
両
袖
と
天
井
を
横
架
す
る
土は

師じ

器き

甕か
め

６
点
が
芯
材
と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
た
。
カ
マ
ド

付
近
か
ら
出
土
し
た
高た

か

坏つ
き

の
脚
部
は
、
カ
マ
ド
に
使
わ

れ
て
い
た
支し

脚き
ゃ
くと

思
わ
れ
る
。

第
１
２
９
号
住
居
跡
は
、
長
軸
８
ｍ
×
短
軸
７
・
５

ｍ
、
金
久
保
内
出
遺
跡
で
は
最
大
の
規
模
で
あ
る
。
カ

マ
ド
も
長
軸
１
・
８
ｍ
と
大
き
い
。
柱
穴
や
貯
蔵
穴
、

壁
溝
等
の
施
設
も
確
認
さ
れ
た
。

金か
な

久く

保ぼ

内う
ち

出で

遺
跡
（
第
４
次
）
上
里
町

■ 所在地

児玉郡上里町金久保９１３他

■ 実施期間（事業者）

令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

２，９７３㎡

■ 遺跡の種別

集落跡　　

■ 主な遺構

第 3 地点

　�縄文 （土壙１）、 古墳 （住居跡

24 ・ 土壙９ ・ ピット 128）、 平

安 （住居跡１）

第 4 地点

　�古墳 （住居跡 14 ・土壙８ ・ ピッ

ト 151）、中世 （掘立柱建物跡１・

土壙２ ・ 井戸跡３）

空から見た金久保内出遺跡 （北から）

第 141 号住居跡カマド （古墳時代）
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今
回
検
出
し
た
住
居
跡
群
と
昨
年
度
調
査
を
行
っ
た

住
居
跡
群
は
、
ほ
ぼ
同
じ
古
墳
時
代
後
期
か
ら
奈
良
時

代
初
頭
の
時
期
で
あ
る
。
群
間
の
空
白
地
に
は
第
３
次

調
査
で
調
査
さ
れ
た
土
器
集
中
が
存
在
し
、
多
量
の
土

師
器
の
ほ
か
、
須す

恵え

器き

の
台
付
長

ち
ょ
う

頸け
い

壺こ

や
臼う

す

玉だ
ま

が
出
土

し
た
。
第
３
地
点
は
、
２
つ
の
住
居
群
と
中
間
の
土
器

集
中
と
い
う
エ
リ
ア
が
、
意
識
的
に
分
割
さ
れ
て
展
開

し
て
い
た
。

平
安
時
代

南
東
の
第
１
地
点
か
ら
、
住
居
跡
が
１
軒
の
み
検
出

さ
れ
た
。

第
４
地
点

古
墳
時
代
後
期
か
ら
奈
良
時
代
初
頭
の
住
居
跡
14

軒
、
土
壙
８
基
、
ピ
ッ
ト
１
５
１
基
、
中
世
の
掘
立
柱

建
物
跡
１
棟
、
土
壙
２
基
、
井
戸
跡
３
基
を
検
出
し
た
。

こ
れ
ら
は
調
査
区
の
北
半
分
に
集
中
的
に
分
布
し
て
い

た
。

古
墳
・
奈
良
時
代

住
居
跡
は
、
第
３
地
点
に
隣
接
し
た
調
査
区
西
側
に

密
集
す
る
。
第
１
３
３
号
住
居
跡
は
、
カ
マ
ド
煙
道
部

の
天
井
が
崩
落
せ
ず
に
残
存
し
て
い
た
。
ま
た
、
完
形

に
近
い
土
師
器
の
坏
や
坩か

ん

が
80
点
以
上
も
出
土
す
る
と

い
う
特
殊
な
出
土
状
況
が
注
目
さ
れ
る
。

中
世第

４
号
掘
立
柱
建
物
跡
は
３
間
×
２
間
の
側が

わ

柱
ば
し
ら

建
物

跡
で
、
規
模
は
長
軸
６
・
６
ｍ
、
短
軸
３
・
６
ｍ
で
あ
る
。

柱
穴
10
基
中
３
基
か
ら
、
柱
を
支
え
る
礎そ

板ば
ん

石せ
き

が
検
出

さ
れ
た
。
約
３
５
０
ｍ
東
に
位
置
す
る
清
水
南
遺
跡
で

も
、
礎
板
石
を
伴
う
掘
立
柱
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
た
。

建
物
の
規
模
は
長
軸
11
・
８
ｍ
、
短
軸
６
ｍ
と
約
２
倍

の
大
き
さ
で
あ
る
が
、
柱
穴
や
礎
板
石
は
同
規
模
で
あ

る
。
時
期
は
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
頃
と
さ
れ
る
。

第
４
号
掘
立
柱
建
物
跡
と
柱
穴
や
礎
板
石
の
規
模
、
長

軸
と
短
軸
と
の
比
率
が
酷
似
す
る
こ
と
か
ら
、
関
連
が

想
定
さ
れ
る
。

第
１
号
井
戸
跡
は
直
径
約
４
・
５
ｍ
を
超
え
る
石
組

み
の
井
戸
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
が
、

井
戸
中
央
部
よ
り
ノ
ミ
痕
が
残
る
20
㎝
×
23
㎝
×
40
㎝

の
用
途
不
明
の
加
工
石
が
出
土
し
た
。

第
５
１
３
号
土
壙
は
擂す

り

鉢ば
ち

状
の
土
壙
と
考
え
て
調
査

を
進
め
て
い
た
が
、
深
さ
２
ｍ
以
上
も
あ
る
円
筒
状
の

井
戸
跡
と
考
え
た
。
常と

こ

滑な
め

焼
や
天て

ん

目も
く

茶ぢ
ゃ

碗わ
ん

な
ど
の
陶
器

片
の
ほ
か
、
瓦
片
、
板い

た

碑び

、
五ご

輪り
ん

塔と
う

の
火か

輪り
ん

と
水す

い

輪り
ん

、

宝ほ
う

篋
き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

の
塔と

う

身し
ん

が
出
土
し
た
。
時
期
は
16
世
紀
頃
と

考
え
ら
れ
る
。

［
　
ま
と
め
　
］

令
和
６
年
度
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
、
古
墳
～
奈
良

時
代
、
中
世
の
遺
構
・
遺
物
を
検
出
し
た
。

縄
文
時
代
は
、
後
期
の
土
壙
１
基
を
検
出
し
た
。
こ

れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
神
流
川
扇
状
地
末
端

に
も
、
縄
文
時
代
の
人
々
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た
。

古
墳
～
奈
良
時
代
は
、
第
３
地
点
か
ら
第
４
地
点
に

住
居
跡
が
分
布
し
、
さ
ら
に
第
４
地
点
の
北
側
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
３
地
点

で
は
２
つ
の
住
居
群
と
遺
物
集
中
が
意
識
的
に
避
け
ら

れ
た
集
落
展
開
が
捉
え
ら
れ
た
。

中
世
の
掘
立
柱
建
物
跡
は
、
隣
接
す
る
清
水
南
遺
跡

の
掘
立
柱
建
物
跡
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。
井
戸
跡

か
ら
は
瓦
片
や
板
碑
、
五
輪
塔
、
宝
篋
印
塔
な
ど
上
里

町
内
で
は
例
が
少
な
い
遺
物
が
出
土
し
た
。
周
辺
に
中

世
寺
院
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
時
期
的
に
は
金

久
保
内
出
遺
跡
の
北
東
に
位
置
す
る
金
窪
城
（
館
）
が

機
能
し
て
い
た
頃
で
も
あ
り
、
城
（
館
）
と
寺
院
の
関

連
が
注
目
さ
れ
る
。

第 127 号住居跡 （古墳時代）

第 4 号掘立柱建物跡 （中世）

第 1 号井戸跡 （中世）第 513 号土壙軒丸瓦 （中世）

第 418 号土壙 （中世）
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

清
水
南
遺
跡
は
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
神
保
原
駅
か
ら
北
西
に

約
１
・
４
㎞
に
所
在
し
、
神か

ん

な流
川が

わ

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
扇
状
地
末
端
に
立
地
す
る
。

清
水
南
遺
跡
の
周
辺
で
は
、
南
西
か
ら
神
流
川
が
北

流
し
、
西
か
ら
流
れ
る
烏

か
ら
す

川が
わ

と
合
流
す
る
。
烏
川
は
さ

ら
に
北
東
に
て
利
根
川
と
合
流
す
る
。
こ
の
よ
う
に
遺

跡
周
辺
は
河
川
の
結
節
点
に
あ
た
り
、
清
水
南
遺
跡
と

北
に
流
れ
る
烏
川
と
の
間
に
は
忍お

し

保ぼ

が

わ川
が
東
流
す
る
。

縄
文
時
代
は
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
清
水

南
遺
跡
や
隣
接
す
る
金か

な

久く

保ぼ

内う
ち

出で

遺
跡
か
ら
前
期
の

諸も
ろ
い
そ磯

式
土
器
や
打
製
石
斧
な
ど
の
出
土
が
知
ら
れ
て
お

り
、
付
近
に
縄
文
時
代
前
期
頃
の
集
落
跡
の
所
在
が
考

え
ら
れ
て
き
た
。

古
墳
時
代
に
な
る
と
集
落
の
営
み
が
活
発
と
な
る
。

金
久
保
内
出
遺
跡
で
は
５
世
紀
後
半
か
ら
９
世

紀
後
半
、
東
側
に
位
置
す
る
丹た

ん

生
し
ょ
う

遺
跡
で
も
奈

良
・
平
安
時
代
の
集
落
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
こ

の
時
期
の
集
落
跡
は
、
神
流
川
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
扇
状
地
の
縁
辺
部
に
分
布
す
る
。

清
水
南
遺
跡
の
北
西
部
に
隣
接
す
る
金か

な

窪く
ぼ

城じ
ょ
う（

館
）
跡
は
、
平
安
時
代
後
期
の
治じ

し
ょ
う承

年
間

（
１
１
７
７
～
１
１
８
１
）
に
武
蔵
七
党
の
丹

党
に
属
す
る
加か

治じ

家い
え

季す
え

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と

い
う
伝
承
が
あ
る
。
元げ

ん

弘こ
う

年
間
（
１
３
３
１
～

１
３
３
４
）
に
新に

っ

田た

義よ
し

貞さ
だ

に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
、

畑は
た

時と
き

能よ
し

に
城
を
守
ら
せ
た
と
い
う
伝
承
も
残
る
。

天
正
10
年
（
１
５
８
２
）
の
神
流
川
合
戦
で
は
、

滝た
き

川が
わ

一か
ず

益ま
す

に
よ
っ
て
攻
め
落
と
さ
れ
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
る
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

縄
文
時
代

調
査
区
中
央
部
の
北
側
に
、
遺
物
包
含
層
が

形
成
さ
れ
て
い
た
。
北
壁
際
の
縄
文
時
代
前
期

の
遺
物
包
含
層
下
面
か
ら
焼
土
の
集
中
が
確
認

さ
れ
、
炉ろ

跡あ
と

と
考
え
ら
れ
る
。
炉
跡
の
西
側
に

は
比
較
的
残
存
率
の
高
い
遺
物
が
複
数
確
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
面
形
状
や
規
模
は
不
明
な
が
ら
住
居

跡
の
可
能
性
も
あ
る
。

炉
跡
の
南
側
に
は
、
石
器
類
が
集
中
し
て
い
た
。
石

器
の
製
作
時
に
飛
び
散
っ
た
黒こ

く
よ
う
せ
き

曜
石
や
チ
ャ
ー
ト
の
細

か
な
剥は

く
へ
ん片

が
、
約
８
ｍ
の
範
囲
で
確
認
さ
れ
、
チ
ャ
ー

ト
製
の
石せ

き

錐す
い

の
未
成
品
も
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
周
辺
か

ら
、
黒
曜
石
製
の
石
錐
や
石せ

き

鏃ぞ
く

、
チ
ャ
ー
ト
製
の
石い

し

匙さ
じ

や
石
鏃
等
も
出
土
し
、
こ
れ
ら
の
石
器
の
製
作

跡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
付
近
か

ら
見
つ
か
っ
た
未
加
工
の
黒
曜
石
は
、
こ
の
地

域
で
は
珍
し
い
事
例
で
あ
る
。

調
査
区
の
中
央
部
か
ら
見
つ
か
っ
た
第
81
号

土
壙
は
、
径
約
４
・
２
ｍ
と
大
型
で
あ
る
。
住
居

跡
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
が
、
炉
跡
や
柱
穴

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
覆
土
に
は
大
量
の
小

礫れ
き

と
共
に
炭
化
物
や
焼
土
が
含
ま
れ
、
部
分
的

に
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
が
集
中
し
て
い
た
。
遺
物
は

中
層
か
ら
比
較
的
多
く
出
土
し
、
壁
際
か
ら
は

縄
文
時
代
前
期
の
土
器
が
出
土
し
た
。
猪

い
の
し
しの

顔

を
表
現
し
た
獣
面
突
起
の
あ
る
深ふ

か

鉢ば
ち

形
土
器
、

装
身
具
の
滑か

っ

石せ
き

製せ
い

垂た
れ

飾か
ざ
り

な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

特
に
、
垂
飾
は
２
か
所
に
穿
孔
さ
れ
た
珍
し
い

形
状
で
あ
る
。

中
世鎌

倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
頃
の
中
世
の
遺
構

は
、
調
査
区
の
中
央
を
南
北
に
縦
断
す
る
第
12

号
溝
跡
よ
り
も
西
側
に
集
中
す
る
。
一
方
、
東

側
は
散
在
的
な
分
布
で
あ
っ
た
。
第
12
号
溝
跡

の
詳
細
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
常と

こ
な
め滑

焼
の

甕か
め

の
破
片
等
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
中
世
に
は

機
能
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

清し

水み
ず

南み
な
み

遺
跡
（
第
３
次
）
上
里
町

■ 所在地

児玉郡上里町金久保１１３６他

■ 実施期間（事業者）

令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

２，３８３㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

縄文 （炉跡１ ・ 土壙１ ・ 石器集中

１ ・ 遺物包含層１）

中世 （竪穴状遺構３ ・ 掘立柱建

物跡３ ・ 土壙 53 ・ 土壙墓２ ・ 井

戸跡１ ・ 溝跡 22 ・ ピット 420）

空から見た清水南遺跡 （南から）

石器集中 （縄文時代）

11



調
査
区
西
壁
際
中
央
か
ら
、
第
10
号
竪た

て

穴
あ
な
じ
ょ
う状

遺い

構こ
う

が

確
認
さ
れ
た
。
西
側
の
第
２
次
調
査
区
で
は
、
12
ｍ
×

６
ｍ
の
東
西
棟
の
建
物
跡
と
西
側
に
竪
穴
状
遺
構
が
あ

り
、
第
10
号
竪
穴
状
遺
構
は
建
物
跡
の
東
側
に
存
在
す

る
位
置
関
係
に
な
る
。
第
10
号
竪
穴
状
遺
構
は
周
囲
に

柱
穴
を
伴
う
た
め
、
上
屋
を
持
っ
た
遺
構
と
推
察
さ
れ

る
。
大
型
礫
が
多
く
出
土
し
、
使
用
目
的
は
不
明
で
あ

る
が
、
石
材
と
し
て
礫
を
保
管
し
て
い
た
施
設
の
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。

井
戸
跡
は
、
調
査
区
の
南
側
に
位
置
す
る
。
上
端
径

７
・
５
ｍ
、掘
方
幅
５
ｍ
と
規
模
が
大
き
い
。
下
層
か
ら
、

径
１
ｍ
程
の
石
組
が
検
出
さ
れ
た
。
石
組
に
は
川
原
石

や
角か

く

閃せ
ん

石せ
き

安あ
ん

山ざ
ん

岩が
ん

が
使
用
さ
れ
、
隙
間
に
は
粘
土
が
充

填
さ
れ
て
い
た
。
角
閃
石
安
山
岩
に
は
加
工
痕
が
確
認

さ
れ
た
。
古
墳
の
横
穴
式
石
室
の
石
材
が
転
用
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
り
、
付
近
に
古
墳
の
存
在
も
示
唆
し
て
い

る
。
石
組
部
か
ら
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
頃
の
片

口
鉢は

ち

の
破
片
な
ど
が
出
土
し
、
第
２
次
調
査
で
確
認
さ

れ
た
大
型
の
掘
立
柱
建
物
跡
と
時
期
が
近
似
す
る
。
中

世
の
石
組
井
戸
は
格
式
が
高
い
も
の
で
、
一
連
の
中
世

建
物
群
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

井
戸
跡
の
上
層
か
ら
は
、
鎌
倉
・
南
北
朝
・
室
町
時

代
の
土
器
や
陶
器
類
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
瓦
の

出
土
も
多
く
、
軒の

き

平ひ
ら

瓦が
わ
らの

文
様
の
特
徴
か
ら
前
橋
や
高

崎
な
ど
の
上
野
国
方
面
と
の
関
連
が
窺
え
る
。
ま
た

鬼お
に
が
わ
ら

瓦
の
可
能
性
が
あ
る
破
片
も
出
土
し
た
。
付
近
に

瓦
か
わ
ら
ぶ
き葺

建
物
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
く
、
中
世
寺
院
の

存
在
も
想
定
さ
れ
る
。
出
土
し
た
瓦
は
概
ね
13
世
紀
前

半
か
ら
14
世
紀
前
半
頃
の
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

15
世
紀
代
の
遺
物
と
共
伴
す
る
こ
と
か
ら
、
寺
院
建
物

と
仮
定
し
た
場
合
、
室
町
時
代
頃
ま
で
に
は
廃
寺
と

な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

井
戸
跡
の
最
上
層
に
は
土ど

こ

う壙
墓ぼ

が
掘
り
込
ま
れ
、
17

世
紀
頃
の
カ
ワ
ラ
ケ
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。

［
　
ま
と
め
　
］

清
水
南
遺
跡
第
３
次
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
前
期
と

中
世
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
上
里
町
内
で
は
数
少
な

い
縄
文
時
代
の
遺
構
と
、
中
世
遺
構
群
の
一
端
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

縄
文
時
代
は
、
炉
跡
や
土
壙
、

石
器
集
中
、
遺
物
包
含
層
が
確
認

さ
れ
た
。
石
器
集
中
か
ら
出
土
し

た
剥
片
は
い
ず
れ
も
細
か
く
、
石

鏃
や
石
錐
な
ど
の
石
器
が
製
作
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
は
、
第
２
次
調
査
で
検
出

さ
れ
て
い
た
建
物
群
と
関
連
す
る

竪
穴
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
周

囲
の
ピ
ッ
ト
の
分
布
か
ら
、
上
屋

の
存
在
も
想
起
さ
れ
る
。
大
型
建

物
跡
を
中
心
に
東
西
に
竪
穴
状
遺

構
が
配
置
さ
れ
た
様
相
が
捉
え
ら

れ
、
中
世
遺
構
群
の
構
造
を
把
握

す
る
上
で
重
要
な
成
果
と
な
っ
た
。

井
戸
跡
は
格
式
の
高
い
石
組
井

戸
で
、
建
物
群
に
関
連
す
る
可
能

性
が
高
い
。
特
に
下
層
の
石
組
内

か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
こ
れ
ら

の
建
物
群
の
年
代
を
決
め
る
重
要

な
資
料
と
な
る
。
石
組
に
は
加
工
痕
の
残
る
角
閃
石
安

山
岩
が
含
ま
れ
、
付
近
に
横
穴
式
石
室
古
墳
の
存
在
を

示
唆
し
て
い
る
。

井
戸
跡
の
上
層
か
ら
は
４
０
０
点
程
の
遺
物
が
出
土

し
た
。
特
に
ま
と
ま
っ
た
量
の
瓦
片
が
含
ま
れ
、
付
近

に
は
中
世
寺
院
の
存
在
し
た
可
能
性
が
濃
厚
に
な
っ

た
。
瓦
の
文
様
か
ら
、
寺
院
の
造
営
に
は
上
野
国
方
面

と
の
繋
が
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
地
域
に
は
記
録
や
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
大
規
模
な
建
物
群
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
地
域
の
歴
史
を
知
る

上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

第 7 号掘立柱建物跡 （中世）

第 11 号竪穴状遺構 （中世）

第 1 号井戸跡軒平瓦 （中世）
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Ⅰ　令和六年度に調査をした遺跡



［
　
立
地
と
環
境
　
］

丹
生
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
神
保
原
駅
か
ら
北
へ
約

２
㎞
に
位
置
し
、
神か

ん

流な

川が
わ

扇
状
地
末
端
の
台
地
上
縁
辺

に
立
地
す
る
。
北
側
は
烏

か
ら
す

川が
わ

低
地
に
向
か
い
傾
斜
し
、

台
地
の
縁
辺
に
は
忍お

し

保ぼ

川が
わ

が
流
れ
る
。
丹
生
遺
跡
の
北

側
は
、
神
流
川
や
忍
保
川
が
烏
川
、
利
根
川
と
合
流
す

る
結
節
点
に
あ
た
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
東
側
を
流
れ
る

御ご

陣じ
ん

場ば

川が
わ

な
ど
、
利
根
川
水
系
を
形
成
す
る
小
規
模
な

河
川
が
周
辺
に
存
在
す
る
。

丹
生
遺
跡
の
周
辺
で
は
、
神
流
川
流
域
に
縄
文
時
代

前
期
か
ら
中
期
の
遺
物
の
ま
と
ま
っ
た
出
土
が
知
ら
れ

て
い
る
。
上
里
町
内
で
は
縄
文
土
器
の
集
中
が
確
認
さ

れ
て
い
る
が
、
遺
構
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

古
墳
時
代
は
、
上
里
町
か
ら
本
庄
市
に
か
け
て
後
期

群
集
墳
の
旭

あ
さ
ひ

・
小こ

島じ
ま

古
墳
群
や
大お

お

御み

堂ど
う

古
墳
群
、
関
越

自
動
車
道
周
辺
に
は
青あ

お

柳や
ぎ

古
墳
群
、
帯た

て

刀わ
き

古
墳
群
が
所

在
す
る
。
ま
た
、
丹
生
遺
跡
の
北
西
に
は
毘び

沙さ

吐ど

古

墳
群
が
位
置
し
、
近
隣
の
金か

な

久く

保ぼ

内う
ち

出で

遺
跡
や
金か

な

窪く
ぼ

城じ
ょ
う（

館
）
跡
か
ら
円
筒
埴
輪
片
が
わ
ず
か
に
出
土
し
て

い
る
。
集
落
跡
は
、
神
流
川
扇
状
地
の
原は

ら

遺
跡
、

前ま
え

原は
ら

遺
跡
や
田た

ど
う
し通

遺
跡
、
北き

た

稲い
ね

塚づ
か

遺
跡
が
あ
る
。

奈
良
時
代
に
な
る
と
、
上
里
町
の
一
部
が
武

蔵
国
賀か

美み

郡
に
入
る
。
奈
良•

平
安
時
代
の
遺

跡
に
は
田
通
遺
跡
、
北
稲
塚
遺
跡
の
ほ
か
、
寺

西
遺
跡
や
油

あ
ぶ
ら

免め
ん

遺
跡
が
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時

代
前
期
と
さ
れ
て
い
る
。
以
降
平
安
時
代
中
期

か
ら
後
期
に
か
け
て
は
、
田た

中な
か

西に
し

遺
跡
、
日に

ち

月げ
つ

遺
跡
、
水み

ず

引ひ
き

塚づ
か

遺
跡
、
中な

か

長お
さ

遺
跡
、
中な

か

堀ぼ
り

遺
跡

が
あ
る
。
集
落
跡
は
、
上
里
町
北
部
の
忍
保
川

や
御
陣
場
川
周
辺
か
ら
、
関
越
道
や
新
幹
線
の

走
る
南
部
へ
遷
る
。
同
時
に
、
住
居
跡
数
に
は

減
少
傾
向
が
見
ら
れ
、
平
安
時
代
の
中
期
か
ら

後
期
に
は
大
規
模
な
集
落
は
営
ま
れ
な
く
な
っ

た
。奈

良
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
寺
院
跡
の
五ご

み
ょ
う明

廃は
い

寺じ

か
ら
出
土
し
た
瓦
は
、
上
野
国
新に

っ

田た

郡
寺て

ら

井い

廃は
い

寺じ

（
現
太
田
市
）
や
佐さ

位い

郡
上か

み

植う
え

木き

廃は
い

寺じ

（
現

伊
勢
崎
市
）
と
文
様
が
類
似
し
、
上
野
国
と
の

関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、皀さ

い
か
ち樹

原は
ら

遺
跡
、

中
堀
遺
跡
か
ら
も
寺
院

に
関
連
す
る
遺
物
が
出

土
し
た
。

鎌
倉
時
代
の
遺
跡
で

は
、
北
側
に
あ
る
金
窪

城
（
館
）
跡
を
は
じ
め

神
流
川
に
沿
う
よ
う
に
安あ

保ぼ

氏
館
跡
、
長な

が

浜は
ま

氏
館
跡
、

勅て

使し

河が

原わ
ら

氏
館
跡
な
ど
鎌
倉
武
士
団
の
丹た

ん

党と
う

に
関
係
す

る
遺
跡
が
点
在
し
、
丹
党
と
の
関
連
が
推
定
さ
れ
る
地

名
や
寺
社
が
あ
る
。

こ
の
地
域
は
、
室
町
時
代
か
ら
関か

ん

東と
う

管か
ん

領れ
い

山
や
ま
の
う
ち内

上う
え

杉す
ぎ

氏
が
支
配
し
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
国
時
代
に
関
東
の

覇
権
争
い
に
敗
れ
た
上
杉
氏
は
越
後
に
逃
れ
、
後ご

北ほ
う

条
じ
ょ
う

氏
の
支
配
領
域
と
な
る
。

天
正
10
年
（
１
５
８
２
）
に
は
、
後
北
条
氏
と
織
田

家
家
臣
の
滝
川
氏
が
神
流
川
を
挟
ん
で
衝
突
し
た
神か

ん

流な

川が
わ

合か
っ

戦せ
ん

の
舞
台
と
な
っ
た
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

第
１
地
点

縄
文
時
代

前
期
の
土
器
集
中
２
か
所
が
確
認
さ
れ
た
。
い
ず
れ

も
土
器
の
小
片
で
、
住
居
跡
な
ど
の
遺
構
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。

古
墳
時
代

第
６
号
住
居
跡
は
残
存
状
態
が
極
め
て
良
好
で
、
カ

マ
ド
の
芯
材
に
土は

師じ

器き

甕か
め

が
転
用
さ
れ
て
い
た
。
貯ち

ょ

蔵ぞ
う

穴け
つ

か
ら
、
完
形
の
壺つ

ぼ

や
甕
が
出
土
し
た
。

平
安
時
代

一
辺
２
・
３
×
２
・
４
ｍ
の
小
型
の
住
居
跡
で
、
カ
マ

ド
は
地
山
を
掘
り
残
し
た
短
い
袖
部
の
先
端
に
、
芯
材

と
し
て
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
支し

脚き
ゃ
くは

壁
の
外
側
に

張
り
出
し
た
燃
焼
部
の
中
央
に
据
え
ら
れ
て
い
た
。
出

土
土
器
は
９
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。
上
層
に
堆
積

し
た
炭
化
物
層
の
上
面
か
ら
、
10
世
紀
前
半
の
土
器
も

出
土
し
た
。

丹た
ん
し
ょ
う生

遺
跡
（
第
１
次
）
上
里
町

■ 所在地

児玉郡上里町金久保９８２－１３

他

■ 実施期間（事業者）

令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

６，６３２㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

第 1 地点

 �縄文 （土器集中２）、 古墳 （住

居跡５）、 平安 （住居跡１）、 中・

近世 （土壙５５）、時期不明 （ピッ

ト３３８）

第 2 地点

　�縄文 （住居跡１）、 古墳 （住居

跡 ５）、 奈 良 • 平 安 （ 住 居 跡

３２ ・ 土壙３）、 中 ・ 近世 （土壙

１００）、 時期不明 （ピット６５４）

第 3 地点

　�奈良 （住居跡１）、 中・近世 （土

壙１）、 時期不明 （土壙２）

空から見た丹生遺跡 （南から）

第 11 号住居跡 （古墳時代）
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中
・
近
世

土
壙
55
基
と
天
明
３
年
（
１
７
８
３
）
の
浅
間
山
噴

火
に
よ
っ
て
噴
出
し
た
軽
石
粒
（
浅
間
Ｂ
）
を
含
ん
だ

流
路
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
第
２
・
３
・
６
・
８
・
10
・
12

号
土
壙
は
、
こ
の
流
路
を
掘
り
込
ん
だ
江
戸
時
代
後
期

以
降
の
土
壙
で
あ
る
。
覆
土
に
多
量
の
炭
化
物
を
含
む

径
１
・
５
ｍ
、
断
面
フ
ラ
ス
コ
状
の
土
壙
は
、
弧
を
描

く
よ
う
に
並
ん
で
い
た
が
、
性
格
は
不
明
で
あ
る
。
第

７
・
９
・
49
号
土
壙
は
火
葬
施
設
で
、
主
軸
は
東
西
方

向
に
揃
え
ら
れ
て
い
た
。

第
２
地
点

縄
文
時
代

中
期
の
住
居
跡
の
中
央
に
は
炉
跡
と
推
定
さ
れ
る
焼

土
が
集
中
し
、
土
器
と
石せ

っ

核か
く

や
剥は

く

片へ
ん

が
出
土
し
た
。

古
墳
時
代

６
世
紀
後
半
と
思
わ
れ
る
第
42
号
住
居
跡
は
、
カ
マ

ド
が
東
隅
に
付
設
さ
れ
て
い
た
。
隣
接
す
る
金
久
保
内

出
遺
跡
で
も
４
軒
確
認
さ
れ
て
お
り
、
地
域
的
な
特
徴

の
可
能
性
も
あ
る
。

７
世
紀
前
半
の
第
17
・
40
・
41
号
住
居
跡
か
ら
は
、

土
錘
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
こ
れ
よ
り
も
新
し
い

住
居
跡
に
は
土
錘
は
な
い
。
第
40
号
住
居
跡
の
カ
マ
ド

周
辺
か
ら
は
、
土
師
器
甕
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。

カ
マ
ド
の
芯
材
に
転
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
カ
マ
ド

廃
絶
時
に
押
し
倒
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
・
平
安
時
代

住
居
跡
は
８
世
紀
前
半
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
19
軒
が

該
当
す
る
。
８
世
紀
後
半
に
減
少
し
、
９
世
紀
前
半
に

は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
再
び
、
９
世
紀
後
半
に
は
住

居
跡
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

８
世
紀
前
半
の
第
10
号
住
居
跡
は
、
唯
一
、
カ

マ
ド
袖
部
の
土
山
が
掘
り
残
さ
れ
て
い
た
。
第
９

号
住
居
跡
は
小
型
の
住
居
跡
で
、
カ
マ
ド
の
周
辺

か
ら
灯と

う

明
み
ょ
う

皿ざ
ら

に
転
用
さ
れ
た
土
師
器
坏つ

き

３
点
、
床

面
直
上
か
ら
須す

恵え

器き

長
ち
ょ
う

頸け
い

壺こ

が
出
土
し
た
。

第
58
号
土
壙
は
底
一
面
に
焼
土
と
炭
化
物
が
確

認
さ
れ
、
９
世
紀
後
半
の
土
師
器
高こ

う

台だ
い

付つ
き

坏つ
き

が
出

土
し
た
。
第
62
号
土
壙
の
底
面
か
ら
は
、
９
世
紀

後
半
の
尾
張
国
猿さ

投な
げ

窯
跡
群
で
生
産
さ
れ
た
灰か

い

釉ゆ
う

陶と
う

器き

段だ
ん

皿ざ
ら

が
出
土
し
た
。
灯
明
皿
や
灰
釉
陶
器
は
、

本
庄
道
路
関
係
の
遺
跡
か
ら
初
め
て
出
土
し
た
。

中
・
近
世

土
壙
１
０
０
基
が
確
認
さ
れ
、
カ
ワ
ラ
ケ
片
と

思
わ
れ
る
土
師
質
の
土
器
片
や
、
覆
土
に
は
浅
間

Ｂ
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

第
３
地
点

第
３
地
点
は
表
土
掘
削
と
遺
構
の
確
認
作
業
の

み
を
行
い
、
奈
良
時
代
の
住
居
跡
１
軒
、
土
壙
３

基
を
確
認
し
た
。
調
査
は
令
和
７
年
度
に
着
手
す

る
。

［
　
ま
と
め
　
］

住
居
跡
は
縄
文
時
代
１
軒
、
古
墳
時
代
（
７
世
紀
）

か
ら
平
安
時
代
前
期
（
９
世
紀
）
ま
で
の
43
軒
が
発
見

さ
れ
た
。

古
墳
時
代
の
住
居
跡
は
、
第
１
地
点
南
側
か
ら
第
２

地
点
の
西
側
に
か
け
て
弧
を
描
く
よ
う
に
分
布
す
る
。

第
３
号
住
居
跡
を
除
い
て
、
カ
マ
ド
は
東
壁
に
設
け
ら

れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
（
８
世
紀
代
）
に
入
る
と
、
古

墳
時
代
の
住
居
跡
を
避
け
る
よ
う
に
外
側
に
分
布
す
る

傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。
カ
マ
ド
は
北
壁
に
設
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
集
落
が
継
続
的
に
営
ま
れ
、
分
布
や

カ
マ
ド
の
位
置
に
、一
定
の
規
則
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。

平
安
時
代
（
９
世
紀
後
半
）
の
住
居
跡
は
古
墳
時
代
の

住
居
跡
と
の
重
複
が
見
ら
れ
、
カ
マ
ド
の
位
置
も
一
様

で
は
な
い
。

丹
生
遺
跡
で
は
、
平
安
時
代
初
頭
（
９
世
紀
前
半
）

の
住
居
跡
等
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
傾
向
は
、
周
辺
の
忍
保
川
や
御
陣
場
川
沿
い
の
遺

跡
で
も
み
ら
れ
る
。
平
安
遷せ

ん

都と

直
後
に
あ
た
る
９
世
紀

前
半
は
、
東
北
地
方
な
ど
と
の
関
係
が
緊
迫
し
た
社
会

情
勢
で
あ
っ
た
。
弘
仁
９
年（
８
１
８
）に
は
北
関
東（
群

馬
県
、
埼
玉
県
）
を
中
心
に
大
地
震
が
発
生
し
た
こ
と

が
「
類る

い

聚
じ
ゅ
う

国こ
く

史し

」
に
記
録
が
あ
り
、
神
流
川
と
そ
の
支

流
の
氾は

ん

濫ら
ん

も
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
土
地

利
用
に
影
響
が
及
び
、
古
墳
時
代
か
ら
継
続
さ
れ
て
き

た
集
落
の
営
み
が
、
９
世
紀
前
半
の
一
時
期
に
途
絶
え

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

第 40 号住居跡 （古墳時代）

第 2 号住居跡 （平安時代）

第 58 号土壙 （平安時代）
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

虫
塚
・
新
右
衛
門
遺
跡
は
、
東
武
越
生
線
一
本
松
駅

か
ら
南
東
１
・
５
㎞
に
所
在
す
る
。
虫
塚
は
、
新
右
衛

門
遺
跡
の
包
蔵
地
範
囲
内
に
所
在
す
る
。
新
右
衛
門
遺

跡
は
縄
文
時
代
の
集
落
遺
跡
で
、
市
民
の
森
を
中
心
と

し
た
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
台
地
に
立
地
す
る
。
坂
戸
・
鶴
ヶ

島
台
地
は
高こ

麗ま

川が
わ

扇
状
地
の
一
角
に
あ
た
り
、
部
分
的

に
湧
水
や
溜
池
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
越お

っ

辺ぺ

川が
わ

に
注
ぐ

飯い
い

盛も
り

川が
わ

は
遺
跡
内
を
東
西
に
横
断
し
、
東
側
の
池い

け

尻じ
り

池い
け

で
滞
水
す
る
。
今
回
の
調
査
区
は
、
池
尻
池
の
南
、
飯

盛
川
の
流
れ
を
西
に
臨
む
緩
斜
面
地
で
あ
る
。

虫
塚
・
新
右
衛
門
遺
跡
の
周
囲
に
は
、
多
く
の
遺
跡

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
、
市

内
で
15
か
所
以
上
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
続
く
縄
文

時
代
も
、
飯
盛
川
や
大
谷
川
の
流
域
に
草
創
期
（
約

１
万
２
０
０
０
年
～
約
９
５
０
０
年
前
）か
ら
晩
期（
約

３
２
０
０
年
～
２
２
０
０
年
前
）
ま
で
の
遺
跡
が
比
較

的
多
く
み
ら
れ
る
。
新
右
衛
門
遺
跡
を
は
じ
め
雷

か
ん
だ
ち
が
い
け

電
池

東
ひ
が
し

遺
跡
・
鶴つ

る
が
し
ま

ヶ
島
中

ち
ゅ
う

学が
く

西に
し

遺
跡
な
ど
で
集
落
が
み
つ

か
っ
て
い
る
。

弥
生
時
代
の
遺
跡
は
少
な
く
、
終
末
期
の
一い

ち

天て

ん

ぐ狗
遺

跡
で
小
集
落
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
。
高
倉
地
区
で
は

天て
ん
じ
ん
ま
え

神
前
遺
跡
で
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
時
代
に
な
る
と
再
び
集
落
跡
が
増
加
し
、

上か

み

や

ま

だ

山
田
遺
跡
や
羽は

ね

折お
り

遺
跡
Ａ
な
ど
が
形
成
さ
れ
る
。

鶴つ
る
が
お
か

ヶ
丘
稲い

な

り荷
神じ

ん
じ
ゃ社

古こ

ふ

ん墳
は
古
墳
時
代
終
末
期（
７
世
紀
）

の
横
穴
式
石
室
を
備
え
る
方
墳
で
あ
る
。

律
令
制
下
で
は
武
蔵
国
入
間
郡
に
所
属
し
、
８
世
紀

に
は
一
天
狗
遺
跡
な
ど
大
規
模
な
集
落
が
形
成
さ
れ

た
。
特
に
、
鶴
ヶ
島
市
と
坂
戸
市
に
ま
た
が
る
若わ

か

葉ば

台だ
い

遺
跡
は
８
世
紀
初
頭
か
ら
９
世
紀
後
半
に
か
け
て
の
建

物
が
２
０
０
軒
以
上
も
発
見
さ
れ
、
入い

る

間ま

郡ぐ
ん

衙が

に
推
定

す
る
説
も
あ
る
。

中
世
は
鎌
倉
街
道
上
道
が
鶴
ヶ
島
市
町
屋
を
通
過

し
、
高
倉
の
高
福
寺
に
は
鎌
倉
時
代
製
作
の
不
動
明

王
の
画
像
が
伝
わ
る
。
脚す

ね

折お
り

白し
ら

鬚ひ
げ

神
社
の
天
正
２
年

（
１
５
７
４
）
銘
札
に
は
、
脚
折
、
太
田
ケ
谷
、
針
売
、

和
田
、
高
倉
、
大
六
道
、
小
六
道
の
村
名
が
記
さ
れ
、

近
世
に
は
脚
折
、
太
田
ケ
谷
、
三
ツ
木
、
高
倉
村
の
検

地
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。
虫
塚
・
新
右
衛
門
遺
跡
の
所

在
す
る
高
倉
村
の
開
発
も
こ
の
頃
に
進
展
し
た
ら
し

い
。
延
宝
６
年
（
１
６
７
８
）
に
は
隣
村
入
会
野
訴
訟

絵
図
が
作
成
さ
れ
、
遺
跡
周
囲
も
高
倉
村
を
は
じ
め
と

す
る
数
か
所
の
入
会
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。元

禄
10
年
（
１
６
９
７
）
頃
、
市
域
の
村
の
多
く
は

川
越
藩
領
を
離
れ
幕
府
領
あ
る
い
は
旗
本
領
と
な
っ

た
。
隣
接
し
て
日
光
脇
往
還
が
東
部
を
南
北
に
、
川
越

越
生
道
が
東
西
に
通
る
な
ど
交
通
の
要
所
で
も
あ
っ

た
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

虫
塚着

手
時
点
に
は
破
損
が
著
し
く
、
盛
土
も
消
失
し
、

僅
か
に
下
部
の
一
部
が
残
存
し
て
い
た
。
埋
葬
施
設
や

周
溝
、
封ふ

う

ど土
の
版は

ん
ち
く築

技
法
等
、
古
墳
の
要
素
が
乏
し
い
。

形
状
は
判
然
と
し
な
い
が
、
径
10
ｍ
程
の
塚
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。

新
右
衛
門
遺
跡

縄
文
時
代
の
住
居
跡
は
、調
査
区
中
央
部
に
集
中
し
、

隣
接
す
る
よ
う
に
分
布
す
る
。
掘
り
込
み
は
浅
い
が
、

炉ろ

跡あ
と

は
明
瞭
に
残
っ
て
い
た
。
第
１
号
住
居
跡
は
炉
跡

は
地じ

床
し
ょ
う

炉ろ

、
壁
際
に
は
柱
穴
が
配
さ
れ
て
い
た
。
第
３

号
住
居
跡
の
中
央
の
炉
跡
に
は
深ふ

か

鉢ば
ち

が
埋
設
さ
れ
、
獣

骨
と
み
ら
れ
る
骨
粉
が
僅
か
に
確
認
さ
れ
た
。
南
側
に

は
埋う

め

甕が
め

が
遺
存
し
、
炉
の
北
側
か
ら
は
比
較
的
深
い
主

柱
穴
が
見
つ
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
縄
文
時
代
中
期
後
半

（
加か

　
そ
　
り

曽
利
Ｅ
Ⅲ
式
期
）
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。

土
壙
は
、
縄
文
土
器
を
含
む
も
の
が
主
体
で
あ
る
。

調
査
区
北
東
端
の
飯
盛
川
に
向
か
う
傾
斜
面
か
ら
検
出

さ
れ
た
第
13
号
土
壙
は
、
形
態
か
ら
陥お

と

し
穴あ

な

と
考
え
ら

れ
る
。

溝
跡
６
条
は
中
・
近
世
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。
第

１
・
２
号
溝
跡
は
、
調
査
区
中
央
部
を
緩
く
カ
ー
ブ
し

な
が
ら
東
西
に
走
る
第
１
号
道
路
跡
の
側
溝
と
考
え
ら

れ
る
。
第
１
号
道
路
跡
は
幅
２
ｍ
前
後
、
現
在
も
残
る

山
林
内
の
小
道
に
接
続
す
る
も
の
で
、
遺
物
は
出
土
し

て
い
な
い
。
近
世
の
入い

り
あ
い
ち

会
地
に
整
備
さ
れ
た
道
跡
と
考

え
ら
れ
る
。

虫む
し

塚づ
か

（
第
１
次
）・
新し

ん

右う

衛え

門も
ん

遺
跡
（
第
８
次
）
鶴
ヶ
島
市

■ 所在地

鶴ヶ島市高倉１０２７－１

■ 実施期間（事業者）

令和 6 年１０月～令和 7 年 3 月

（埼玉県）

■ 調査面積

２，４２５．５２㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

虫塚

 �中 ・ 近世 （塚１）

新右衛門遺跡

 �縄文 （住居跡２・土壙 32）、 中・

近世 （溝跡６）、近世 （道路跡１）

空から見た虫塚 ・ 新右衛門遺跡

第 1 号住居跡 （縄文時代）
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調
査
区
北
東
端
の
傾
斜
面
の
第
３
・
４
号
溝
跡
は
飯

盛
川
に
沿
う
が
、
滞
水
は
認
め
ら
れ
ず
用
途
は
不
詳
で

あ
る
。
第
５
号
溝
跡
は
南
北
方
向
に
走
行
し
、
他
の
溝

跡
と
異
な
る
。
断
面
は
薬や

研げ
ん

状
を
呈
し
て
い
る
が
、
頻

繁
に
掘
り
直
し
た
痕
跡
が
無
く
、
位
置
的
に
も
屋
敷
境

と
は
考
え
難
い
。

［
　
ま
と
め
　
］

虫
塚
は
、中
・
近
世
の
塚
と
ほ
ぼ
確
定
し
た
。
「
虫
塚
」

の
名
称
は
、駆
除
し
た
農
作
物
の
害
虫
を
供
養
す
る「
虫

供
養
」
に
係
る
可
能
性
が
あ
る
。
九
州
や
北
陸
に
は
供

養
塔
が
残
さ
れ
、
関
東
地
方
に
も
類
例
が
あ
る
が
、
塚

は
伴
わ
な
い
。
本
事
例
は
、
近
世
高
倉
村
と
入
会
地
と

の
境
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
境
界
塚
の
よ
う
な
性
格

に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
右
衛
門
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
住
居

跡
２
軒
を
調
査
し
た
。
こ
れ
ま
で
７
次
に
わ
た
る
調
査

で
は
住
居
跡
の
軒
数
は
６
軒
に
留
ま
り
、
ど
の
よ
う
に

集
落
が
展
開
し
て
い
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
今
回

の
調
査
で
は
住
居
跡
が
近
接
し
て
検
出
さ
れ
た
。
来
年

度
調
査
区
に
も
複
数
軒
の
存
在
が
推
定
さ
れ
、
当
地
域

に
お
け
る
縄
文
時
代
集
落
を
考
え
る
重
要
な
成
果
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、
縄
文
時
代
中
期

の
土
器
の
他
に
も
、
僅
か
な
が
ら
縄
文
時
代
早
期
の

撚よ
り
い
と糸

文も
ん

系
土
器
（
井い

ぐ

さ草
Ⅱ
式
）
や
旧
石
器
時
代
の
ナ
イ

フ
形
石
器
も
出
土
し
た
。
よ
り
古
い
段
階
か
ら
土
地
が

利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

溝
跡
や
道
路
跡
は
、
近
世
の
入
会
地
に
関
連
す
る
可

能
性
が
考
慮
さ
れ
る
。
虫
塚
も
含
め
て
、
入
会
地
の
実

態
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
、
中
・
近
世
の
村
落
と
の

関
係
か
ら
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

［
　
立
地
と
環
境
　
］

志
久
遺
跡
・
赤
羽
遺
跡
は
、
埼
玉
新
都
市
交
通
伊
奈

線
（
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
）
志
久
駅
の
南
東
約
６
０
０
ｍ

に
所
在
す
る
。
大
宮
台
地
の
東
側
、
小
室
支
台
に
立
地

し
、
周
辺
は
綾あ

や

瀬せ

川が
わ

か
ら
低
い
谷
地
形
が
入
り
込
ん
で

い
る
。

志
久
遺
跡
・
赤
羽
遺
跡
の
周
囲
に
は
、
多
く
の
遺
跡

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
南
の
伊い

奈な

氏し

屋や

敷し
き

跡あ
と

、
東
の
久く

保ぼ

山や
ま

遺
跡
で
は
、
旧
石
器
時
代
の
生
活
痕
跡
が
見
つ

か
っ
て
い
る
。
海
進
が
最
も
進
ん
だ
縄
文
時
代
前
期
に

は
、
北
西
２
㎞
に
大お

お

針ば
り

貝
塚
、
北
１
・
５
㎞
に
小こ

貝が
い

戸と

貝
塚
（
県
指
定
史
跡
）
が
形
成
さ
れ
た
。
縄
文
時
代
中

期
に
は
遺
跡
数
が
増
加
し
、
小
室
地
区
で
は
小こ

室む
ろ

天て
ん

神じ
ん

前ま
え

遺
跡
や
大お

お

山や
ま

遺
跡
が
あ
る
。
縄
文
時
代
後
期
・
晩
期

は
北
方
約
１
㎞
の
本ほ

ん

上が
み

遺
跡
に
環か

ん

状
じ
ょ
う

盛も
り

土つ
ち

遺い

構こ
う

が
形
成

さ
れ
、
土
偶
や
土
製
耳
飾
が
多
く
出
土
し
た
。
ま
た
、

伊
奈
氏
屋
敷
跡
の
低
湿
地
部
か
ら
は
、
土
器
や
木
製
品

が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。

弥
生
時
代
の
遺
跡
は
少
な
い
が
、
古
墳
時
代
前

期
頃
に
集
落
数
が
増
加
す
る
。
小
室
地
区
で
は
、

大
山
遺
跡
で
20
軒
以
上
の
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ

た
。
続
い
て
、
古
墳
時
代
中
期
の
諏す

わ訪
久く

ぼ保
遺
跡
、
古

墳
時
代
後
期
の
大
山
遺
跡
で
住
居
跡
が
み
つ
か
っ
て
い

る
。奈

良
時
代
の
伊
奈
町
域
は
、
武
蔵
国
足あ

立だ
ち

郡ぐ
ん

の
一
部

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
大
山
遺
跡
で
は
奈
良
時
代
の

住
居
跡
が
７
軒
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
平
安
時
代
に
は
20

軒
以
上
の
住
居
跡
と
と
も
に
、
製
鉄
炉
跡
や
炭
窯
跡
な

ど
が
ま
と
ま
っ
て
み
つ
か
り
、
大
規
模
な
鉄
生
産
が
行

わ
れ
て
い
た
。

中
世
の
遺
構
は
、
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
内
宿
駅
周
辺
の

志し

久く

遺
跡
（
第
２
次
）・
赤あ

か

羽ば
ね

遺
跡
（
第
２
次
）
伊
奈
町

■ 所在地

北足立郡伊奈町大字小室字志久

４４１７- ４ ・ ４４９３- ５

■ 実施期間（事業者）

令和 6 年 5 月～令和 6 年 9 月

（埼玉県）

■ 調査面積

志久遺跡２５０㎡

赤羽遺跡４００㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

志久遺跡

 �近世（溝跡３）、時期不明（土壙１）

赤羽遺跡

 �縄文 （住居跡２）、近世 （溝跡１）・

時期不明 （土壙７）

第 1 ・ 2 号溝跡 （近世）

第 3 号住居跡炉跡 （縄文時代）
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薬や
く

師し

堂ど
う

根ね

遺
跡
等
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
伊
奈
氏
屋
敷

跡
は
、
徳
川
家
康
に
仕
え
た
関
東
代
官
頭
の
伊い

奈な

忠た
だ

次つ
ぐ

が
入
っ
た
陣
屋
で
あ
る
。
陣
屋
が
置
か
れ
る
前
に
形
成

さ
れ
た
大
規
模
な
堀
跡
（
障

し
ょ
う

子じ

堀ぼ
り

）
が
発
見
さ
れ
、
も

と
も
と
は
戦
国
時
代
の
城
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
に
伊
奈
忠
次
が
入
り
、
近
世

陣
屋
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

志
久
遺
跡
は
昭
和
46
年
度
の
調
査
で
、
縄
文
時
代
中

期
～
後
期
初
頭
の
住
居
跡
12
軒
が
発
掘
さ
れ
た
。
ま

た
、
赤
羽
遺
跡
は
昭
和
56
年
度
に
縄
文
時
代
中
期
の
住

居
跡
３
軒
、
平
安
時
代
の
住
居
跡
１
軒
、
方
形
周
溝
墓
、

土ど

こ

う壙
、
炭
焼
窯
跡
、
井
戸
跡
、
溝
跡
が
各
１
基
見
つ
か
っ

て
い
る
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

志
久
遺
跡

３
条
の
溝
跡
が
調
査
区
を
東
西
方
向
に
横
断
し
て
い

た
。
第
１
号
溝
跡
は
浅
く
、
一
度
掘
り
直
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
第
２
・
３
号
溝
跡
は
比
較
的
深
い
断
面
Ｖ
字

形
の
溝
で
、
第
２
号
溝
跡
は
埋
没
過
程
で
掘
り
直
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
か
ら
各
溝
跡
と
も
、
江
戸

時
代
後
期
（
19
世
紀
前
半
）
に
は
機
能
し
て
い
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

赤
羽
遺
跡

第
１
号
住
居
跡
か
ら
、
埋
設
さ
れ
た
縄
文
時
代
中
期

（
加か

曽そ

利り

Ｅ
Ⅲ
式
）
の
深ふ

か

鉢ば
ち

が
検
出
さ
れ
、
住
居
跡
に

付
属
す
る
埋う

め

甕が
め

と
し
た
。
狭
小
調
査
区
の
た
め
、
住
居

跡
の
規
模
や
ほ
か
の
施
設
は
不
明
で
あ
る
。

第
２
号
住
居
跡
は
攪か

く
ら
ん乱

が
激
し
く
、
貼は

り

床ゆ
か

面
の
範
囲

か
ら
径
６
ｍ
ほ
ど
の
円
形
と
推
定
さ
れ
、
中
心
に
炉
が

残
る
。
縄
文
時
代
中
期
（
加
曽
利
Ｅ
Ⅲ
式
）
の
土
器
が

出
土
し
た
。

第
１
号
溝
跡
は
近
世
の
遺
構
と
み
ら
れ
、
周
囲
の
状

況
か
ら
耕
地
境
に
設
け
ら
れ
た
根
切
り
溝
と
思
わ
れ

る
。第

１
～
７
号
土
壙
は
、
近
世
の
耕
作
に
係
る
遺
構
を

含
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
１
号
土
壙
は
隅
丸
長
方
形

の
平
面
形
で
、
覆
土
中
層
に
ロ
ー
ム
土
が
貼
ら
れ
た
よ

う
に
堆
積
し
て
い
た
。
第
４
～
６
号
土
壙
は
、
区
画
に

係
る
溝
跡
の
可
能
性
も
あ
る
。

［
　
ま
と
め
　
］

志
久
遺
跡

第
１
・
２
号
溝
跡
は
、
近
世
の
地
割
に
沿
っ
て
設
け

ら
れ
た
区
画
溝
の
役
割
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
期
の
迅
速
測
図
に
も
記
さ
れ
、
現
在
の
地
割
に
も

名
残
が
見
ら
れ
る
。
第
３
号
溝
跡
は
断
面
形
や
深
さ
が

第
２
号
溝
跡
と
類
似
す
る
が
、
方
向
が
異
な
る
。
赤
羽

遺
跡
の
第
４
～
６
号
土
壙
も
含
め
て
、
古
地
図
・
古
写

真
や
地
形
等
と
照
合
し
、
土
地
利
用
の
復
元
が
課
題
で

あ
る
。

赤
羽
遺
跡

２
軒
の
住
居
跡
は
、
い
ず
れ
も
縄
文
時
代
中
期
（
加

曽
利
Ｅ
Ⅲ
式
）
の
も
の
で
あ
る
。
昭
和
46
年
の
調
査
成

果
を
加
え
る
と
、
住
居
跡
の
分
布
は
南
北
１
１
０
ｍ
程

度
に
広
が
り
、
さ
ら
に
集
落
の
南
限
が
よ
り
広
が
る
可

能
性
が
高
く
な
っ
た
。
一
方
、
こ
の
間
に
は
縄
文
時
代

の
遺
構
が
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
志
久
遺
跡
の
第
２
次
調

査
区
が
あ
り
、
遺
構
の
分
布
と
地
形
と
の
関
係
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

赤羽遺跡 第 2 号住居跡 （縄文時代）

志久遺跡 第 2 号溝跡 （江戸時代）

赤羽遺跡 第 1 号住居跡埋甕 （縄文時代）

赤羽遺跡 第 4 ・ 5 号土壙 （近世）
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北き
た

稲い
ね

塚づ
か

第だ
い

Ⅱに

遺
跡
（
第
３
次
）
上
里
町

［
　
立
地
と
環
境
　
］

北
稲
塚
第
Ⅱ
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
神
保
原
駅
か
ら

北
東
約
１
㎞
に
所
在
す
る
。
神か

ん

流な

川が
わ

扇
状
地
の
扇
端
付

近
の
微
高
地
上
に
立
地
し
、
北
側
に
御ご

陣じ
ん

場ば

川が
わ

が
東
流

す
る
。
上
里
町
の
地
形
は
、
沖
積
台
地
の
本
庄
台
地
、

約
１
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
神
流
川
扇
状
地
、
烏

か
ら
す

川が
わ

・

利
根
川
沿
い
に
広
が
る
沖
積
低
地
の
烏
川
低
地
か
ら

な
っ
て
い
る
。

上
里
町
に
は
、
古
墳
時
代
か
ら
古
代
の
遺
跡
が
数
多

く
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
庄
台
地
に
は
、
本
庄
小
島
地

区
か
ら
上
里
町
神
保
原
地
区
に
か
け
て
旭

あ
さ
ひ

・
小こ

島じ
ま

古
墳

群
が
広
が
り
、
直

ち
ょ
く

刀と
う

、
耳じ

環か
ん

、
銅ど

う

鋺わ
ん

等
が
出
土
し
た
浅せ

ん

間げ
ん

山や
ま

古
墳
が
所
在
す
る
。
神
流
川
扇
状
地
に
は
、
下し

も

長な
が

塚つ
か

遺
跡
、
北
稲
塚
遺
跡
、
金か

な

久く

保ぼ

内う
ち

出で

遺
跡
、
清し

水み
ず

南
み
な
み

遺
跡
、
五ご

明
み
ょ
う

廃は
い

寺じ

、
中な

か

堀ぼ
り

遺
跡
、
帯た

て

刀わ
き

古
墳
群
が
分
布

す
る
。
利
根
川
や
烏
川
が
氾
濫
し
た
烏
川
低
地
に
は
、

遺
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
に
北
稲
塚
第
Ⅱ
遺
跡
で
は
２
回
の
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
16
年
度
の
第
１
次
調
査
（
上
里

町
教
育
委
員
会
実
施
）
で
は
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡
５

軒
、
竪た

て

穴あ
な

状
じ
ょ
う

遺い

構こ
う

１
基
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
住
居
跡

１
軒
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
の
第
２
次

調
査
で
は
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡
９
軒
、
奈
良
・
平
安

時
代
の
住
居
跡
１
軒
を
確
認
し
た
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

古
墳
時
代
の
遺
構
は
、
南
北
に
長
い
調
査
区
の
北
半

に
集
中
し
て
い
た
。
時
期
は
い
ず
れ
も
７
世
紀
後
半
か

ら
７
世
紀
末
と
考
え
ら
れ
る
。

第
２
号
住
居
跡
は
カ
マ
ド
が
南
壁
に
付
設
さ
れ
、
貯

蔵
穴
の
上
面
か
ら
完
形
の
土は

師じ

器き

脚
付
壺つ

ぼ

と
坏つ

き

の
破
片

が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。

第
３
号
住
居
跡
は
カ
マ
ド
が
北
壁
に
設
け
ら
れ
、
両

袖
部
と
天
井
部
に
は
芯
材
と
し
て
土
師
器
甕か

め

が
転
用
さ

れ
て
い
た
。
東
壁
中
央
に
は
、
完
形
の
土
師
器
坏
十
数

点
が
重
な
っ
て
い
た
。

第
６
号
住
居
跡
も
カ
マ
ド
は
北
壁
に
設
置
さ
れ
、
煙

道
内
か
ら
補
強
材
と
し
て
転
用
さ
れ
た
土
師
器
甕
が
潰

れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
煙
出
し
付
近
か
ら
完
形
の
土

師
器
坏
が
数
枚
重
な
っ
て
出
土
し
た
が
、
カ
マ
ド
崩
落

後
に
置
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
貯
蔵
穴
の
北

側
か
ら
、
完
形
の
土
師
器
壺
や
坏
が
正
位
の
状
態
で
出

土
し
、
壺
の
下
部
は
床
面
に
埋
設
さ
れ
て
い
た
。
壺
の

底
部
に
は
穿
孔
が
二
か
所
あ
り
、
貯
蔵
容
器
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
意
図
的
に
残
置
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

第
２
号
竪
穴
状
遺
構
は
一
辺
が
３
ｍ
を
超
え
る
規
模

で
、
住
居
跡
の
可
能
性
も
あ
る
。

［
　
ま
と
め
　
］

北
稲
塚
第
Ⅱ
遺
跡
第
３
次
調
査
で
は
、
主
に
古
墳
時

代
の
住
居
跡
、
竪
穴
状
遺
構
、
土ど

壙こ
う

が
検
出
さ
れ
た
。

遺
構
は
調
査
区
南
半
の
礫
層
を
避
け
る
よ
う
に
北
半
に

集
中
し
て
い
た
。
第
３
号
住
居
跡
や
第
６
号
住
居
跡
か

ら
意
図
的
に
置
か
れ
た
よ
う
な
土
師
器
の
出
土
は
、
住

居
廃
絶
時
に
特
別
な
行
為
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を
示
す

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

■ 所在地

児 玉 郡 上 里 町 大 字 神 保 原 町

１８６５－１他

■ 実施期間（事業者）

令和 6 年１０月～令和 7 年 3 月

（国土交通省）

■ 調査面積

１，２７４㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

古墳 （住居跡９ ・ 竪穴状遺構２ ・

土壙１１）

時期不明 （ピット１９）

空から見た北稲塚遺跡 （北から）

第 1 号住居跡 （古墳時代）

第 3 号住居跡 （古墳時代）

第 6 号住居跡 （古墳時代）
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

八
木
上
遺
跡
は
狭
山
市
西
端
部
に
位
置
し
、
入
間
川

中
流
域
左
岸
の
河か

岸が
ん

段だ
ん

丘
き
ゅ
う

上
に
立
地
す
る
。
入
間
川
の

対
岸
は
入
間
市
に
あ
た
り
、
武む

さ

し

の

蔵
野
台だ

い

地ち

、
加か

治じ

丘
き
ゅ
う

陵
り
ょ
う

東
端
部
を
臨
む
。

狭
山
市
は
埼
玉
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
。
南
西
か

ら
北
東
へ
入
間
川
が
流
れ
、
川
沿
い
の
氾
濫
低
地
の
外

側
に
は
河
岸
段
丘
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
右
岸
の
段
丘

は
武
蔵
野
台
地
、
左
岸
は
入
間
台
地
と
呼
ば
れ
る
。

段
丘
面
は
３
段
か
ら
成
る
。
昭
和
63
年
度
の
第
１
次

調
査
は
中
位
段
丘
面
、
平
成
２
～
４
年
度
の
第
２
～
５

次
調
査
は
上
位
～
下
位
段
丘
面
、
平
成
18
年
度
の
第
６

次
調
査
は
上
位
段
丘
面
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。

本
年
度
の
第
８
次
調
査
区
（
２
Ａ
・
Ｂ
区
）
は
、
第

２
～
５
次
調
査
区
西
側
の
上
位
段
丘
斜
面
部
及
び
中
位

段
丘
面
を
対
象
と
し
た
。
３
区
は
遺
跡
南
側
の
上
位
段

丘
と
中
位
段
丘
面
の
中
間
の
テ
ラ
ス
部
に
あ
た
る
。

狭
山
市
域
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
、
入
間
川
左
岸

に
立
地
す
る
西に

し

久く

保ぼ

遺
跡
か
ら
、
石
器
集
中
や
礫れ

き

群ぐ
ん

が

検
出
さ
れ
、
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
に
、
掻そ

う

器き

、
削さ

っ

器き

な
ど
が
出
土
し
た
。

縄
文
時
代
に
な
る
と
、
草
創
期
の
有ゆ

う

舌ぜ
つ

尖せ
ん

頭と
う

器き

が
西

久
保
遺
跡
、
上か

み

広ひ
ろ

瀬せ

上う
え

ノの

原は
ら

遺
跡
、
下し

も

双な
み

木き

遺
跡
、
丸ま

る

山や
ま

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
。
早
期
は
、
高た

か

根ね

遺
跡
か
ら
押お

し

型が
た

文も
ん

系
土
器
、
西
久
保
遺
跡
と
今い

ま

宿
じ
ゅ
く

遺
跡
か
ら
条

じ
ょ
う

痕こ
ん

文も
ん

系
土
器
を
伴
う
炉ろ

穴あ
な

が
検
出
さ
れ
た
。

前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
遺
跡
数
が
増
加
し
、
入
間

川
の
両
岸
に
集
落
遺
跡
が
分
布
す
る
。
入
間
川
左
岸
で

は
、
八ば

ち

木ぎ

前ま
え

遺
跡
か
ら
黒く

ろ

浜は
ま

式
期
～
諸も

ろ

磯い
そ

ａ
式
期
の
住

居
跡
と
土ど

壙こ
う

群
、
八ば

ち

木ぎ

遺
跡
か
ら
黒
浜
式
期
の
住
居
跡

が
検
出
さ
れ
、
金か

な

井い

上う
え

遺
跡
で
は
諸
磯
ｃ
式
期
～
十

じ
ゅ
う

三さ
ん

菩ぼ

提だ
い

式
期
の
土
器
群
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
八
木
上
遺

跡
か
ら
黒
浜
式
期
、
諸
磯
ｂ
式
期
、
十
三
菩
提
式
期
の

住
居
跡
と
土
壙
が
検
出
さ
れ
、
諸
磯
ｃ
式
期
の
土
壙
・

土
器
群
も
出
土
し
た
。
入
間
川
右
岸
で
は
、
揚う

櫨つ

木ぎ

遺

跡
か
ら
黒
浜
式
期
、
入
間
市
金
堀
沢
遺
跡
か
ら
諸
磯
ｂ

式
期
の
集
落
跡
が
発
見
さ
れ
た
。

中
期
に
な
る
と
遺
跡
数
が
急
増
す
る
。
八
木
遺
跡
か

ら
加か

曽そ

利り

Ｅ
式
期
の
住
居
跡
、
八
木
上
遺
跡
の
東
に
隣

接
す
る
埼
玉
県
選
定
重
要
遺
跡
の
宮み

や

地じ

遺
跡
か
ら
勝か

つ

坂さ
か

式
期
～
加
曽
利
Ｅ
式
期
の
大
規
模

な
集
落
跡
が
検
出
さ
れ
た
。

後
期
以
降
は
遺
跡
数
が
減
少
す

る
。
晩
期
に
は
入
間
川
左
岸
上
流
の

中
位
段
丘
面
上
に
飯
能
市
中な

か

橋は
し

場ば

遺
跡
な
ど
が
形
成
さ
れ
る
が
、
狭
山

市
内
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
続
く
、
弥
生
時
代
か

ら
古
墳
時
代
前
・
中
期
の
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

７
世
紀
に
な
る
と
入
間
川
左
岸
に
沢さ

わ

口ぐ
ち

上う
え

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

、

笹さ
さ

井い

古
墳
群
、
右
岸
に
は
稲い

な

荷り

山や
ま

古
墳
群
が
形
成
さ
れ

る
。
集
落
遺
跡
は
、
入
間
川
左
岸
の
沢さ

わ

口ぐ
ち

遺
跡
、
小お

山や
ま

ノの

上う
え

遺
跡
、
右
岸
の
滝た

き

祇ぎ

園お
ん

４
遺
跡
な
ど
が
知
ら
れ
て

い
る
。

奈
良
・
平
安
時
代
に
な
る
と
、
入
間
川
左
岸
の
段
丘

に
は
集
落
遺
跡
が
途
切
れ
な
く
分
布
す
る
。
右
岸
の
揚

櫨
木
遺
跡
は
８
世
紀
か
ら
10
世
紀
ま
で
続
い
た
大
規
模

集
落
で
、
和わ

同ど
う

開か
い

珎ち
ん

が
出
土
し
た
。
ま
た
、
武
蔵
国
の

四
大
窯
跡
群
の
ひ
と
つ
東

ひ
が
し

金か
ね

子こ

窯か
ま

跡あ
と

群ぐ
ん

の
支
群
の
東

ひ
が
し

八ば
ち

木ぎ

窯
跡
群
は
、
入
間
川
左
岸
河
畔
部
に
形
成
さ
れ
た
。

中
世
に
は
鎌
倉
街
道
上
道
が
狭
山
市
を
南
北
に
貫

き
、
そ
の
枝
道
も
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
小
山
ノ
上

遺
跡
で
は
、
河か

わ

越ご
え

夜
戦
の
折
に
上う

え

杉す
ぎ

憲の
り

政ま
さ

が
陣
所
を
置

い
た
と
の
伝
承
の
あ
る
城
山
砦
や
空
堀
跡
が
確
認
さ
れ

た
。
近
世
に
な
る
と
、
狭
山
市
域
は
天
領
、
川
越
藩
領
、

旗
本
の
知
行
地
な
ど
に
分
割
支
配
さ
れ
た
。
現
在
も
近

世
・
近
代
の
歴
史
的
景
観
が
残
さ
れ
て
い
る
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

旧
石
器
時
代
～
縄
文
時
代
草
創
期

２
Ａ
区
斜
面
部
の
ロ
ー
ム
層
最
上
面
か
ら
黒こ

く

曜よ
う

石せ
き

製

の
ナ
イ
フ
形
石
器
１
点
、粘ね

ん

板ば
ん

岩が
ん

製
の
ポ
イ
ン
ト
１
点
、

ま
た
中
位
段
丘
面
か
ら
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
製
の
有ゆ

う

茎け
い

尖せ
ん

頭と
う

器き

１
点
が
出
土
し
た
。
調
査
区
に
２
ｍ
×
２
ｍ
の
試

掘
坑
を
設
定
し
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ロ
ー
ム
層
最
上

面
か
ら
剥は

く

片へ
ん

等
が
数
点
出
土
し
た
が
、
石
器
集
中
は
検

出
さ
れ
な
か
っ
た
。

■ 所在地

狭山市大字笹井字八木上２３４８

－１他

■ 実施期間（事業者）

令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月

（東日本高速道路株式会社）

■ 調査面積

５，３９８㎡

■ 遺跡の種別

集落跡　　

■ 主な遺構

旧石器 （散布地２）

縄文 （住居跡１ ・ 竪穴状遺構２ ・

集石土壙２ ・ 土壙２４）

奈良 ・ 平安 （掘立柱建物跡２ ・

土壙４ ・ 溝跡２）

中 ・ 近世 （土壙５ ・ 畠跡７）

時期不明 （土壙６７ ・ 井戸跡１ ・

溝跡６・地下式坑２・集石土壙８・

ピット１８９）

八ば
ち

木ぎ

上う
え

遺
跡
（
第
８
次
）
狭
山
市

空から見た八木上遺跡

第 2 号住居跡 （縄文時代）
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縄
文
時
代

縄
文
時
代
の
遺
構
と
遺
物
は
、
２
区
中
位
段
丘
面
か

ら
散
発
的
に
発
見
さ
れ
た
。
調
査
区
南
側
か
ら
、
前
期

諸
磯
ｂ
式
期
の
土
壙
１
基
が
検
出
さ
れ
た
。
集
石
土
壙

２
基
は
被
熱
し
た
破
砕
礫
（
焼
礫
）
が
散
布
し
た
状
態

で
検
出
さ
れ
た
が
、
覆
土
に
炭
化
物
や
焼
土
粒
は
確
認

さ
れ
な
か
っ
た
。
石
材
に
は
主
に
砂
岩
、
チ
ャ
ー
ト
が

用
い
ら
れ
て
い
た
。
近
接
す
る
竪
穴
状
遺
構
か
ら
前
期

黒
浜
式
土
器
が
出
土
し
た
。
３
区
の
住
居
跡
は
４
～
５

ｍ
四
方
の
方
形
で
、
縄
文
時
代
後
期
安あ

ん

行ぎ
ょ
う１

式
の
深ふ

か

鉢ば
ち

形
土
器
、
石
器
が
出
土
し
た
。

奈
良
・
平
安
時
代

２
条
の
区
画
溝
跡
は
、
令
和
５
年
度
調
査
区
か
ら
延

び
て
い
る
。
東
西
方
向
に
50
ｍ
並
走
し
、
両
端
は
南
側

に
直
角
に
屈
折
す
る
。
須す

恵え

器き

甕か
め

、
瓦
、
礫れ

き

な
ど
が
出

土
し
た
。

区
画
溝
跡
と
重
複
し
て
掘ほ

っ

立た
て

柱
ば
し
ら

建
物
跡
２
棟
が
検
出

さ
れ
た
。
３
間
×
２
間
の
側が

わ

柱
ば
し
ら

建
物
跡
で
、
１
棟
が
南

北
棟
、
も
う
１
棟
は
東
西
棟
で
あ
る
。
令
和
５
年
度
調

査
の
掘
立
柱
建
物
跡
と
軸
方
向
が
揃
っ
て
い
る
。

中
・
近
世

調
査
区
南
部
か
ら
、
径
１
ｍ
、
深
さ
０
・
２
ｍ
の
円
形

の
土
壙
５
基
が
検
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
出
土
遺
物
は

な
い
が
、
覆ふ

く

土ど

の
状
況
か
ら
中
世
と
判
断
し
た
。
周
辺

か
ら
中
世
常と

こ

滑な
め

焼
の
甕
の
破
片
等
が
若
干
出
土
し
た
。

畠
跡
は
７
か
所
検
出
さ
れ
た
。
令
和
５
年
度
調
査
区

か
ら
連
続
す
る
も
の
で
、
上
位
段
丘
か
ら
の
斜
面
部
に

広
が
る
。
18
世
紀
後
半
頃
の
陶
磁
器
の
小
破
片
が
少
量

出
土
し
た
。
ま
た
、
上
位
段
丘
面
旧
市
道
脇
か
ら
、
長

方
形
の
地
下
室
穴
が
検
出
さ
れ
た
。

時
期
不
明

２
区
で
は
幅
１
ｍ
、
深
さ
１
ｍ
の
箱
薬
研
堀
の
地
割

溝
が
検
出
さ
れ
、
時
期
は
近
世
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

土
壙
、
ピ
ッ
ト
の
多
く
は
出
土
遺
物
が
な
い
。
竪
坑
と

地
下
室
か
ら
な
る
地
下
式
坑
か
ら
、
中
世
陶
磁
器
か
ら

現
代
に
及
ぶ
遺
物
が
出
土
し
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
利

用
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

３
区
の
集
石
土
壙
７
基
は
東
西
15
ｍ
、
両
端
が
北
側

に
屈
曲
す
る
「
コ
」
の
字
に
配
さ
れ
て
い
た
。
集
石
下

か
ら
柱
材
や
柱
穴
状
の
落
ち
込
み
が
認
め
ら
れ
、
建
物

の
柱
を
支
え
た
根
石
ま
た
は
裏
込
め
の
可
能
性
が
あ

る
。
残
る
１
基
の
集
石
土
壙
は
、
自
然
礫
、
破
砕
礫
に

混
じ
っ
て
縄
文
土
器
、石
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
が
、

縄
文
時
代
の
蒸
し
焼
き
調
理
施
設
と
は
用
途
が
異
な
る

よ
う
で
あ
る
。

［
　
ま
と
め
　
］

旧
石
器
時
代
～
縄
文
時
代
草
創
期
の
ナ
イ
フ

形
石
器
、
ポ
イ
ン
ト
、
有
茎
尖
頭
器
が
、
ロ
ー

ム
層
最
上
面
か
ら
単
独
で
出
土
し
た
。
出
土
層

位
の
状
況
は
、
縄
文
時
代
草
創
期
の
遺
物
は
、

斜
面
部
及
び
中
位
段
丘
面
に
流
れ
込
ん
だ
可
能

性
を
示
唆
す
る
。

縄
文
時
代
前
期
は
、
集
石
土
壙
と
竪
穴
状
遺

構
に
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
、
調
理
施
設
と
作

業
小
屋
ま
た
は
仮
収
納
庫
的
な
関
係
が
想
定
さ

れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
事
例
か
ら
、
居
住
域

と
居
住
域
の
中
間
に
位
置
し
た
共
同
施
設
の
可

能
性
が
あ
る
。

縄
文
時
代
後
期
安
行
１
式
期
の
住
居
跡
及
び

遺
物
は
、
狭
山
市
内
初
の
発
見
で
あ
る
。
飯
能

市
内
の
入
間
川
左
岸
上
流
の
中
位
段
丘
面
に
は

同
時
期
の
遺
構
、
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
地
ま
で
進
出
し
て
き
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

令
和
５
年
度
調
査
に
続
き
、
奈
良
・
平
安
時

代
の
集
落
が
確
認
で
き
た
。
並
行
す
る
２
条
の
区
画
溝

は
、
間
隔
が
１
ｍ
に
満
た
な
い
こ
と
か
ら
築
地
ま
た
は

垣
根
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
、
東
西
方
向
約
50
ｍ
＝
半

町
の
方
形
区
画
が
推
察
さ
れ
る
。
掘
立
柱
建
物
跡
１
棟

は
区
画
溝
の
外
側
、も
う
１
棟
は
区
画
溝
と
重
複
す
る
。

先
行
し
て
構
築
さ
れ
た
掘
立
柱
建
物
跡
を
取
り
壊
し
、

区
画
溝
が
掘
削
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
の
地
理
、
地
形
的

状
況
か
ら
、
東
金
子
窯
跡
群
の
あ
る
加
治
丘
陵
東
端
部

か
ら
入
間
川
笹
井
の
渡
河
点
を
経
て
、
日
高
市
女お

な

影か
げ

廃は
い

寺じ

や
南
比
企
窯
跡
群
に
続
く
交
通
路
が
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
交
通
路
を
臨
む
有
力
者
の
居
宅
な
ど
も
視
野
に
入

れ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

第 5 ・ 6 号畠跡 （近世）

第 2 号竪穴状遺構 （縄文時代）

第 2 号集石土壙 （縄文時代）
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Ⅰ　令和六年度に調査をした遺跡



　

発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
の
成
果
は
、
調
査
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
バ
ラ
バ
ラ
に
出
土
し
た
破
片
を
復
元
し
て
元
の
形
に
す
る
な
ど
の
地
道
な

作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
を
「
整
理
」
と
言
い
ま
す
。
調
査
報
告
書
を
刊
行
し
、
発
掘
調
査
は
終
了
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
３
冊
の
調
査

報
告
書
を
刊
行
し
ま
し
た
。

Ⅱ　

令
和
六
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
報
告
書

令和 6 年度  刊行報告書

■　484 集
『道原遺跡』
（羽生市）

首都圏氾濫区域堤防強化対策における埋蔵文化財発掘調

査報告

■　485 集
『塚原南遺跡』
（東松山市）

河川改修工事（塚原南遺跡埋蔵文化財発掘（整理）調査

業務委託）埋蔵文化財発掘調査報告

■　486 集
『�小久住遺跡』
（飯能市）

交付金（改築）工事（小久住遺跡埋蔵文化財報告書作成

業務委託）埋蔵文化財発掘調査報告
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一　

資
料
の
管
理

三　

情
報
収
集

二　

保
存
処
理

四　

印
刷
物
の
刊
行
・
配
布

出土金属製品の樹脂含浸取り上げ

出土木製品の PEG 含浸処理

出土品の写真撮影

カラースライドの選択

『埋文さいたま』 第 68 号

特集 ： 「環状盛土遺構と縄文後 ・ 晩期の集落」　

図書室

・ 出土品の写真撮影	 2,500 点

・ 出土品のデータ作成	 2,500 点

・ 写真整理台帳の作成	 42,939 コマ

・ 実測図整理台帳の作成	 3,058 枚

・ カラースライドの複製作成 （フォト DVD） 800 コマ

・ 出土金属製品の保存処理	 300 点

・ 出土木製品の保存処理	 370 点

・ 学習用キットカタログの作成	

PDF ファイル WEB 公開

・ 埋蔵文化財ニュース （『埋文さいたま』	 第 68 号）

	 PDF ファイル WEB 公開

・ 遺跡見学会資料の作成 （参加者用 500 部×２回）

	 1,000 部

・ 県内外の埋蔵文化財に関する情報収集

（博物館、 教育委員会発行物、 現地資料等）	 419 件

・ 図書の収集 ・ 整理保管

（県教委受入図書の整理、 収納）	 217 冊

・ 図書データ作成

（内訳 ： 県教委 146、 収蔵施設 71、 事業団 1,720 冊）

	 1,937 冊

・ 資料室利用者等への対応 （随時）	 122 人

Ⅲ　

発
掘
資
料
の
保
存
と
活
用

１　

保
存
・
活
用
事
業
（
埼
玉
県
収
蔵
埋
蔵
文
化
財
保
存
活
用
業
務
委
託
事
業
）
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五　

出
前
授
業
「
古
代
か
ら
教
室
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

六　

学
習
用
キ
ッ
ト
の
貸
出
し

令和 6 年度 「古代から教室へのメッセージ」 実施校一覧 （42 校）

1 4/23 （火） 三郷市立彦成小学校 22 7/5 （金） 東松山市立松山第一小学校

2 4/30 （火） 春日部市立幸松小学校 23 7/8 （月） 所沢市立松井小学校

3 5/10 （金） 川口市立南鳩ヶ谷小学校 24 7/12 （金） 川口市立舟戸小学校

4 6/3 （月） 皆野町立三沢小学校 25 7/16 （火） 三郷市立高州東小学校

5 6/4 （火） 久喜市立栗橋南小学校 26 8/30 （金） 吉川市立栄小学校

6 6/6 （木） 深谷市立花園小学校 27 9/3 （火） さいたま市立辻南小学校

7 6/7 （金） 川口市立芝樋ノ爪小学校 28 9/4 （水） 行田市立南河原小学校

8 6/10 （月） 本庄市立共和小学校 29 9/5 （木） 行田市立北小学校

9 6/11 （火） 新座市立新座小学校 30 9/6 （金） 羽生市立羽生北小学校

10 6/13 （木） 深谷市立川本北小学校 31 9/10 （火） 川口市立神根東小学校

11 7/17 （水） 羽生市立岩瀬小学校 32 9/12 （木） 八潮市立八幡小学校

12 6/17 （月） さいたま市立日進北小学校 33 9/19 （木） 草加市立川柳小学校

13 6/18 （火） 幸手市立権現堂川小学校 34 10/4 （金） 戸田市立笹目小学校

14 6/19 （水） 宮代町立須賀小学校 35 10/17（木） 寄居町立用土小学校

15 6/20 （木） 加須市立三俣小学校 36 10/24（木） 蓮田市立黒浜西小学校

16 6/25 （火） 春日部市立武里小学校 37 10/25（金） 白岡市立菁莪小学校

17 6/27 （木） 久喜市立久喜小学校 38 2/4 （火） 久喜市立砂原小学校

18 6/28 （金） 川口市立飯塚小学校 39 2/6 （木） 鴻巣市立鴻巣北小学校

19 7/1 （月） 加須市立騎西小学校 40 2/20 （木） 羽生市立新郷第一小学校

20 7/2 （火） 三郷市立前谷小学校 41 9/17 （火） 県立川島ひばりが丘特別支援学校

21 7/4 （木） 上尾市立大谷小学校 42 11/19（火） 県立特別支援学校坂戸ろう学園

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
や
石
器
、
埴
輪
な
ど
を
小
中
学
校
の
学
習
用
教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
発
掘
調
査
等
に

従
事
し
て
い
る
専
門
職
員
が
、
埼
玉
県
内
か
ら
出
土
し
た
本
物
の
土
器
や
石
器
、
埴
輪
な
ど
を
持
参
し
て
授
業
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

運
び
や
す
く
梱
包
し
た
学
習
用
キ
ッ
ト
を
無
料
で
貸
出
し
て
い
ま

す
。
地
域
別
・
テ
ー
マ
別
な
ど
、
約
１
２
０
セ
ッ
ト
の
中
か
ら
選
べ

ま
す
。
社
会
科
や
図
工
の
教
材
と
し
て
、
あ
る
い
は
地
域
の
郷
土
学

習
の
資
料
と
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
参
考
パ
ネ
ル
や
体
験
用
の

火
お
こ
し
セ
ッ
ト
な
ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

学習用キットの貸出し （令和 6 年度）	 428 セット

『学習用キットカタログ』

各キットの内容を紹介しています

※ホームページで公開しています

地域別セット（南部）大山遺跡テーマ別セット（埴輪）

地域別セット（北部）北島遺跡テーマ別セット（装身具）
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一　

遺
跡
見
学
会

２　

そ
の
他
の
事
業

令和６年９月７日（土）

見学者 :142 人
塚原南遺跡（東松山市）

令和６年度第１回 埼玉県業務委託事業

令和６年 10 月５日（土）

見学者 :115 人
宮前遺跡（鴻巣市）

令和６年度第２回

令和 6 年 12 月１日（日）

見学者 :127 人
丹生遺跡（上里町）

令和 6 年度第３回 埼玉県業務委託事業

令和 6 年 12 月 22 日（日）

見学者 :127 人
船川遺跡（行田市）

令和 6 年度第４回

発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
や
出
土
遺
物
を
い
ち
早
く
県
民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
発
掘
途
中
の
遺
跡
の
様
子
や
、
出
土
し
た
遺
物
な
ど
を
調
査
担
当
者
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
疑

問
や
質
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

土
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
身
近
な
歴
史
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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二　

集
客
施
設
等
で
の
展
示

三　

ま
い
ぶ
ん
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

四　

公
開
考
古
学
講
座

■ 令和６年度 ほるたま展「古墳時代の祈り」

１
そごう大宮店 （さいたま市）

ワークショップ「見て・さわって」きみも考古学者!!
令和 6 年 8 月 3 日 （土） ・ 4 日 （日）

見学者 ： 2,631 人

参加者： 16組33人

２ モラージュ菖蒲 （久喜市） 令和 6 年 9 月 14 日 （土） ・ 15 日 （日） 見学者 ： 1,724 人

３ ららぽーと富士見 （富士見市） 令和 6 年 10 月 19 日 （土） ・ 20 日 （日） 見学者 ： 2,341 人

４ ニットーモール （熊谷市） 令和 6 年 11 月 23 日 （土 ・ 祝） ・ 24 日 （日） 見学者 ： 　 777 人

５ 埼玉県立さきたま史跡の博物館 （行田市） 令和6年12月14日（土）～令和7年2月2日（日） 見学者 ： 4,361 人

■ 令和６年度 里帰り展「ただいま！長竹遺跡の縄文展」（ほるたま考古学セミナー同時開催）

パストラルかぞ 展示室 （加須市） 令和 7 年 1 月 25 日 （土） ・ 26 日 （日） 見学者 ： 　 379 人

■ 県民の日 まいぶんフェスタ 2024（ほるたま展第４部同時開催）

ニットーモール （熊谷市） 令和 6 年 11 月 23 日 （土 ・ 祝） ・ 24 日 （日） 参加者 ：子持勾玉 36 人， 土器にさわろう 255 人

■ 令和６年度ほるたま考古学セミナー「長竹遺跡ー地中に埋もれた巨大遺跡―」

パストラルかぞ 小ホール （加須市） 令和 7 年 1 月 26 日（日） 185 人受講

子持勾玉づくり

ワークショップの様子

土器にさわろう
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七　講師等の派遣
東京成徳大学深谷中学校 出前授業 (1 年生） 令和 6 年 8 月 28 日 （水） 17 人受講

大東文化大学リカレント教育
（観光歴史ガイド養成プログラム）

科目 ： 史跡ガイド実習 〔講義 ・ 現地実習

　　　　　　　　　　　　　　　　　各 1日（各 4時間）〕

講義 ： 9 月 28 日 （土）

現地実習 ： 10 月 6 日 （日）
5 人受講

近つ飛鳥博物館講演
演題 ： 「�栗橋宿関連遺跡群～よみがえる近世

の宿場町～」
令和 6 年 11 月 10 日 （日） 26 人受講

越谷児童相談所 出前授業 令和 6 年 11 月 13 日 （水） 35 人受講

戸田市博物館講座 演題 ： 「�古墳時代の水上交通と戸田」 令和 6 年 11 月 16 日 （土） 29 人受講

本庄市教育委員会 X 線撮影 （1 点） 協力 令和 6 年 11 月 26 日 （火）

戸田市教育委員会 X 線撮影 （22 点） 協力 令和 6 年 12 月 3 日 （火）

岩槻郷土資料館 演題 ： 「�小林八束 1 遺跡の祭祀遺構について」 令和 7 年 1 月 11 日 （土） 33 人受講

さきたま講座⑥ 演題 ： 「�小敷田遺跡について」 令和 7 年 3 月 8 日 （土） 60 人受講

あげお子ども大学 演題 ： 「�縄文時代の暮らし」 令和 7 年 3 月 8 日 （土） 17 人受講

久喜市歴史講座 演題 ： 「�栗橋宿おしゃれコレクション」 令和 7 年 3 月 9 日 （日） 21 人受講

久喜市歴史講座
演題 ： 「�八坂神社を支えた匠－社殿の基礎構

造－」
令和 7 年 3 月 16 日 （日） 29 人受講

九　研究及び研究支援等
大規模改修工事のため休止

八　その他
友山まつり 遺物展示解説 令和 6 年 4 月 27 日 （土） 253 人来場

全埋協関東ブロック　関東考古学フェア　スタンプラリー
令和 6 年 6 月 8 日 （土） ～
11 月 24 日 （日）

352 人応募

全埋協関東ブロック 関東考古学フェア

「発掘された関東の遺跡 2024」

遺跡発表会

会場 ： 千葉県立中央博物館
令和 6 年 6 月 22 日 （土） 141 人来場

東京 ・ 神奈川 ・ 埼玉埋蔵文化財関係財団

普及連携事業公開セミナー

テーマ ： 「�墓 ・ ムラ ・ 縄文人－縄文後期

前葉の集落様相－」

会場 ： 県民共済みらいホール

令和 7 年 2 月 1 日 （土） 225 人来場

事業団オリジナルグッズの企画 ・ 製作

YouTube 動画配信

（県民への事業団 PR）

第 1 回配信　第 3 回遺跡見学会 （12 月） 292 回再生

第2回配信　第 4 回遺跡見学会 （1 月） 148 回再生

SNS による遺跡見学会等の各種情報提供
X （旧Twitter）フォロワー総数：2,009人 令和 6 年度ポスト数 ： 88 回

LINE 登録総数 ： 299 人 令和 6 年度発信数 ： 14 回

六　研修等の受入れ
LeArchaeology （任意団体） 平右衛門遺跡見学 令和 6 年 8 月 8 日 （木） 11 人受入

学習院大学輔仁会 丹生遺跡見学 令和 6 年 8 月 19 日 （月） 5 人受入

立正大学 本部施設見学 令和 6 年 8 月 26 日 （月） 17 人受入

五　印刷物等
展示解説パンフレット ほるたま展 2024 発行 ： 令和 6 年 8 月 4,000 部

展示解説パンフレット 里帰り展 （パストラルかぞ） 発行 ： 令和 7 年 1 月 500 部

発掘情報チラシ 遺跡見学会 第 2 回 ・ 第 4 回 発行 ：令和 ６年 10月・12月 500 部

年報 「さいたま埋文リポート 2024」 （年報 44） 発行 ：令和 6 年 10 月 31 日 500 部

研究紀要 「研究紀要」 第 39 号 発行 ： 令和 7 年 3 月 18 日 500 部
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１　

設
立
の
趣
旨
と
目
的

２　

略
沿
革

３　

組
織
の
概
要

古
く
か
ら
多
く
の
人
々
が
生
活
を
営
ん
で
き
た
埼
玉
県
の
地
に
は
、
先
人
の
生
活
の
足
跡
を
も

の
が
た
る
埋
蔵
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
郷
土
埼
玉
の
歴
史

を
解
明
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
文
化
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
保
護
し
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
今
日
の
我
々
の
責
務
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

一
方
に
お
い
て
、
県
内
経
済
の
安
定
成
長
を
確
保
し
、
県
民
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種

開
発
が
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
事
業
が
埋
蔵
文
化
財
の
包
蔵
地
に
及
ぶ
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
場
合
に
は
、
緊
急
に
発
掘
調
査
等
の
保
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と
県
土
の
開
発
の
調
和
を
図
る
た
め
に
は
、
文
化
財
保
護
法
の
定
め
る
精

神
を
基
本
理
念
と
し
て
、
公
共
開
発
に
適
切
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
は
、
こ
う
し
た
趣
旨
の
下
で
、
県
内
の
埋
蔵

文
化
財
の
調
査
・
研
究
、
記
録
保
存
を
行
う
と
と
も
に
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
思
想
の
啓
発
と
普

及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
に
埼
玉
県
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅳ　

事
業
団
の
概
要

平
成
十
年
六
月	�



大
里
村
の
区
画
整
備
事
業
に
伴
い
、
事
業
団
本
部
の
住
所
表
示
を
大
里
郡

大
里
村
船
木
台
４
丁
目
４
番
地
１
に
変
更
。

平
成
十
二
年
三
月	

大
宮
整
理
事
務
所
廃
止
。

平
成
十
四
年
四
月	

大
里
村
の
町
制
施
行
に
よ
り
、
大
里
町
と
な
る
。

平
成
十
七
年
十
月	�



市
町
村
合
併
に
よ
り
、
事
業
団
本
部
の
住
所
表
示
が
熊
谷
市
船
木
台
４
丁

目
４
番
地
１
に
変
更
。

平
成
十
八
年
四
月	�



埼
玉
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
廃
止
に
よ
り
、
施
設
名
称
が
埼
玉
県
文

化
財
収
蔵
施
設
と
な
る
。
事
業
団
本
部
事
務
所
の
所
在
地
を
同
施
設
内
に

置
く
。

平
成
二
十
四
年
四
月	

公
益
財
団
法
人
に
移
行
す
る
。

昭
和
五
十
五
年
四
月	�



財
団
法
人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
設
立
。
事
務
所
を
県
パ
ン
ビ

ル
（
浦
和
市
岸
町
７
‐
６
‐
13
）
内
に
置
く
。

	

２
部
４
課
制
、
役
員
11
名
（
理
事
９
、
監
事
２
）
、
事
務
局
員
32
名
。

昭
和
五
十
七
年
四
月	�



事
業
団
本
部
事
務
所
を
大
宮
市
櫛
引
町
２
丁
目
４
９
９
番
地
に
移
転
。
２

部
５
課
制
、
役
員
12
名
（
理
事
10
、
監
事
２
）
、
事
務
局
職
員
52
名
。

昭
和
六
十
二
年
四
月	

大
里
整
理
事
務
所
開
設
（
大
里
郡
大
里
村
箕
輪
）
。

平
成
元
年
十
月	

事
業
団
本
部
事
務
所
が
大
里
郡
大
里
村
大
字
箕
輪
字
船
木
８
１
３
に
移
転
。

平
成
二
年
四
月	�



埼
玉
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
設
立
に
伴
い
、
事
業
団
本
部
事
務
所
の

所
在
地
を
同
セ
ン
タ
ー
内
に
置
く
（
大
里
郡
大
里
村
大
字
箕
輪
字
船
木

８
８
４
番
地
）
。

平
成
三
年
八
月	

大
宮
整
理
事
務
所
を
大
宮
市
東
大
成
町
２
丁
目
５
５
７
番
地
５
に
設
置
。

⑴
事
業	

① 

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
・
記
録
作
成

	�


② 
�

埼
玉
県
教
育
委
員
会
か
ら
委
託
さ
れ
た
保
存
活
用
業
務
に
よ
る
資
料
保

存
・
普
及
事
業

	

③ 

県
内
遺
跡
等
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
研
究

	

④ 

埋
蔵
文
化
財
保
護
思
想
の
啓
発
と
普
及

⑵
設
立
年
月
日	�



昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日

⑶
出
資
者		

埼
玉
県

⑷
基
本
財
産	

１
，
０
０
０
万
円

⑸
事
務
所
所
在
地	�



埼
玉
県
熊
谷
市
船
木
台
４
丁
目
４
番
地
１

⑹
組
織
図
及
び
人
員

		


① 

評
議
員　

総
数
５
名
（
非
常
勤
）

		


②�� 

役　

員　

総
数
11
名
（
常
勤
２
名　

非
常
勤
９
名
）

		


　

 

理
事
長 

１		


常
務
理
事 

１

					







理　

事 

７
（
非
常
勤
）

					







監　

事 

２
（
非
常
勤
）

		


③ 

事
務
局　

総
数
46
名
（
う
ち
県
派
遣
職
員
３
名
）

			




　

常
勤
役
員
２
名

			




　

職
員
44
名
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⑺
評
議
員
、
役
員
及
び
事
務
局
職
員
名
簿
（
令
和
７
年
４
月
現
在
）

	

評
議
員

	

小　

澤　

健　

史 

（
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
学
校
給
食
会
理
事
長
）

	

志　

賀　

周　

子 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
親
学
推
進
ネ
ッ
ト
こ
う
の
す
代
表
理
事
）

	

石　

川　
　
　

薫 

（
東
京
成
徳
大
学
深
谷
中
学
校
長
・
高
等
学
校
長
）

	

小　

倉　
　
　

均 

（
埼
玉
考
古
学
会
会
長
）

	

中　

澤　

仁　

之 

（
中
澤
公
認
会
計
士
事
務
所
会
計
士
）

	

役　

員

	

理 

事 

長	

加　

藤　

健　

次 

（
埼
玉
県
派
遣
）

	

常
務
理
事	

須　

藤　

好　

晴 

（
埼
玉
県
派
遣
）

	

理　
　

事	

銭　

場　

正　

人 

（
元
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
館
長
）

	

理　
　

事	

田
部
井　
　
　

功 

（
元
浦
和
西
高
校
校
長
、
元
武
南
高
校
校
長
）

	

理　
　

事	

笹　

森　

紀
己
子 

（
埼
玉
県
文
化
財
保
護
協
会
監
事
）

	

理　
　

事	

鎌　

倉　

佐　

保 

（
東
京
都
立
大
学
教
授
）

	

理　
　

事	

秋　

本　

文　

子 

（
前
羽
生
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）

	

理　
　

事	

藤　

間　

憲　

一 

（
株
式
会
社
オ
キ
ナ
ヤ
代
表
取
締
役
会
長

			



　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
商
工
会
議
所
名
誉
会
頭
）

	

理　
　

事	

市　

川　

紅　

美 

（
埼
玉
県
文
化
団
体
連
合
会
事
務
局
長
）

	

監　
　

事	

寺　

内　

紀　

代 

（
元
埼
玉
県
公
立
高
等
学
校
事
務
長
会
北
部
地
区
会
長
）

	

監　
　

事	

原　

口　
　
　

博 

（
原
口
公
認
会
計
士
事
務
所
公
認
会
計
士
）

	

事
務
局
職
員

	

常
務
理
事
兼
総
務
部
長	

須
藤　

好
晴

	

調
査
部
長	

福
田　
　

聖

	

資
料
活
用
部
長	

渡
辺　

清
志

	

調
査
部
副
部
長	

山
本　
　

靖

	

資
料
活
用
部
副
部
長
（
整
理
課
長
兼
務
）	

上
野
真
由
美

	

調
査
監	

栗
岡　
　

潤

	

総
務
部
主
幹
（
総
務
課
長
兼
務
）

横
田
千
枝
子

	

主　
　

査
（
企
画
課
主
査
兼
務
）

福
地　

大
介

	

主　
　

査
（
企
画
課
主
査
兼
務
）

桑
原
安
須
美

	

主　
　

事	

山
口　

里
歩

	

主　
　

事	

川
初　

乙
恵

	

主　
　

事	

藤
田　

俊
二

	

企
画
課
長	

菊
池　

拓
真

	

調
査
第
一
課
長	

堀
内　

紀
明

	

主　
　

任	

滝
澤　
　

誠

	

主　
　

任	

水
村　

雄
功

	

主　
　

事	

森　
　

敏
彰

	

主　
　

事	

津
田　

富
夢

	

主　
　

事	

石
井　

治
一

	

主　
　

事	

奈
良
部
大
樹

	

主　
　

事	

寺
西　

良
騎

	

主　
　

事	

吉
野　

雅
彦

	

主　
　

事	

松
﨑　

光
伸

	
主　
　

事	

孟　
　

晗
陽

	
調
査
第
二
課
長	

矢
部　
　

瞳

	

主　
　

査	

村
山　
　

卓

	

主　
　

査	

渡
邊
理
伊
知

	

主　
　

査	

吉
田　
　

稔

	

主　
　

査	

大
屋　

道
則

	

主　
　

任	

魚
水　
　

環

	

主　
　

任	

入
江　

直
毅

	

主　
　

事	

古
間
果
那
子

	

主　
　

事	

清
水　

黎
央

	

主　
　

事	

中
山　

浩
彦

	

主　
　

事	

岡
田　

賢
治

	

主　
　

事	

上
山　

晶
子

	

整
理
課
長
（
資
料
活
用
部
副
部
長
兼
務
）	

上
野
真
由
美

	

主　
　

任	

青
木　
　

弘

	

主　
　

任	

砂
生　

智
江

	

主　
　

任	

大
塚　

邦
明

	

主　
　

事	

高
橋　

一
生

	

主　
　

事	

渡
邊　

直
行

	

資
料
保
存
活
用
課
長	

加
藤　

隆
則

	

主　
　

任	

井
上　

真
帆

	

主　
　

事	

通
野　
　

健

	

主　
　

事	

山
田　

秦
慈
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Ⅳ　事業団の概要




